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・障害福祉サービス事業所の令和６年度県平均工賃月額実績(資料３)

・手話サポーターを活用した手話言語普及の取組(資料４)

・医療的ケア児者及び強度行動障害に関する実態調査の結果

(資料５・６)

・精神科病院への入院者訪問支援事業(資料７)

・第６次静岡県障害者計画(案)(資料８・９)

・第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の策定(資料10)
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(単位:千円)

令和８年度

当初予算 補正 年度計 当初予算

障害のある人への支援 27,978,125 3,929,180 31,907,305 30,246,813 

障害に対する理解と相互交流の促進 14,992 △141 14,851 12,070 

障害のある人への心づかい推進事業費 5,973 △25 5,948 3,051 

障害児・者虐待防止対策事業費 4,329 △8 4,321 4,329 

合理的配慮アドバイザー派遣事業費 1,000 △23 977 1,000 

手話言語普及促進事業費 3,690 △85 3,605 3,690 

地域における自立を支える体制づくり 24,771,130 4,037,739 28,808,869 27,044,843 

障害者総合支援法施行運営費 20,384 8,253 28,637 15,343 p.2

圏域スーパーバイザー設置事業費 32,500 － 32,500 32,500 

障害者施設等整備費助成 279,700 425,903 705,603 270,600 p.3

障害者自立支援給付費負担金 20,140,000 1,152,000 21,292,000 22,405,000 p.2

特別障害者手当等給付事業費 61,000 4,000 65,000 66,000 

身体障害児（者）援護費負担金 1,043,000 39,000 1,082,000 1,087,000 

重度障害者（児）医療費助成 1,745,000 16,000 1,761,000 1,764,000 

障害者地域生活支援事業費 667,200 △29,238 637,962 681,700 p.2

障害児者ライフサポート事業費助成 9,775 1,824 11,599 8,575 

点字図書館等運営事業費 52,919 － 52,919 53,119 

聴覚障害児等療育支援事業費 4,078 － 4,078 4,078 

言語障害児指導相談事業費助成 6,900 － 6,900 5,900 

障害者福祉推進事業費（県行） 65,900 △3,728 62,172 61,000 

障害者福祉推進事業費（国行） 69,828 △1,891 67,937 75,700 

障害福祉人材確保事業費 42,400 27,103 69,503 20,900 

精神障害者権利擁護推進事業費 35,010 △6,862 28,148 31,493 

障害者手帳システム運営事業費 16,200 △2,766 13,434 5,517 

心身障害者扶養共済事業特別会計繰出金 118,757 △285 118,472 118,351 

装具使用者フォローアップ推進事業費 1,000 － 1,000 1,000 

「あしたか太陽の丘」運営費助成 18,706 － 18,706 18,706 

県立障害者施設整備事業費 15,900 △4,903 10,997 5,900 

地域生活定着支援センター事業費 40,000 － 40,000 40,000 

県立障害児（者）施設運営費 120,614 △3,324 117,290 128,040 

精神障害者地域移行定着支援事業費 9,125 △105 9,020 8,021 

重度障害者対応グループホーム整備事業費助成 14,000 △14,000 0 － 

福産品応援事業費 5,300 － 5,300 3,300 p.4

農福連携による工賃向上支援事業費 22,700 － 22,700 23,200 p.4

障害者働く幸せ創出事業費 55,400 － 55,400 55,900 p.4

障害者就労モデル事業費 5,034 － 5,034 10,000 

生産活動パワーアップ支援事業費 8,400 6,558 14,958 － p.4

知的障害者等居宅介護職員養成研修事業費 9,000 － 9,000 9,000 

工賃向上会計処理支援事業費 5,400 △392 5,008 5,000 p.4

就労継続支援Ａ型事業所の経営改善モデル事業費助成 30,000 △8,108 21,892 30,000 p.4

障害福祉サービス事業所等物価高騰対策支援事業費 － 742,000 742,000 － p.5

障害福祉職員処遇改善緊急支援事業費助成 － 1,352,000 1,352,000 － 

障害福祉事業所等サービス継続支援事業費助成 － 302,600 302,600 － 

精神科救急医療体制運営事業費助成 － 36,100 36,100 － p.5

多様な障害に応じた支援 3,192,003 △108,418 3,083,585 3,189,900 

重症心身障害児施設等援護費 1,400 34 1,434 1,434 

在宅重症心身障害児（者）療育支援事業費 5,000 △167 4,833 4,400 

在宅重症児者対応多職種連携研修事業費 6,800 △1,306 5,494 5,800 

心身障害児（者）歯科健康診査委託費 1,510 － 1,510 1,510 

医療的ケア児等総合支援事業費 25,300 △396 24,904 24,100 p.6

発達障害者支援体制整備事業費 39,676 △308 39,368 41,174 

発達障害者支援センター運営費 142,299 △1,982 140,317 138,351 

多様な精神疾患医療連携体制整備事業費 22,856 △7,008 15,848 22,646 

精神障害者措置･通院医療費負担金 2,823,000 △96,000 2,727,000 2,824,000 

精神科救急医療対策事業費 120,812 △1,285 119,527 123,135 

精神保健関係団体事業費助成 3,350 － 3,350 3,350 

困難や生きづらさを抱える人への支援 147,922 △24,361 123,561 148,000 

自立に向けた生活の支援 35,022 △515 34,507 37,000 

ひきこもり対策推進事業費 35,022 △515 34,507 37,000 

自殺対策の推進 112,900 △23,846 89,054 111,000 

自殺総合対策事業費 112,900 △23,846 89,054 111,000 p.7

28,126,047 3,904,819 32,030,866 30,394,813 

令和８年度静岡県障害福祉施策の概要

令和７年度

局　計

R８当初－R７当初：2,268,766千円

区　分
ページ
番号

資料１
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１ 事業目的

障害のある人の自立した生活を支援するため、障害福祉サービスの給付等を行う。

２ 事業概要 （単位：万円）

事

業

名

障害者総合支援法関連事業

予

算

額

R8 2,310,204万円 担
当
課(

室)

障害者政策課

（内線3599）

障害福祉課
（内線3319）

R7 2,082,758万円

区 分 内 容 R8当初

障害者自立支援

給 付 費 負 担 金

（障害福祉課）

介護給付費、訓練等給付費及び相談支援給付費等の

費用の一部を負担

（負担率：国1/2、県1/4、市町1/4）

2,240,500

障害者地域生活

支 援 事 業 費

（障害福祉課）

障害のある人の地域生活を支援

県事業（負担率：国1/2、県1/2）

・専門性の高い相談支援

・手話通訳者等の養成研修 ほか

市町事業（負担率：国1/2、県1/4、市町1/4）

・相談支援事業

・日常生活用具給付等事業 ほか

68,170

障害者総合支援法

施 行 運 営 費

（障害者政策課）

障害者総合支援法等の円滑な施行

・障害者施策推進協議会開催経費

・自立支援協議会運営経費 ほか

1,534

計 2,310,204
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１ 事業目的

障害のある人の福祉を向上するため、障害者支援施設等を整備する社会福祉法人等に

対して助成する。

２ 事業概要 （単位：万円）

事

業

名

障害者施設等整備費助成

予

算

額

R8 27,060万円 担
当
課(

室)

障害者政策課
（内線2328）

R7
27,970万円

(２月補正42,900万円)

区 分 内 容 R8当初

障 害 者 支 援

施設等整備費

助 成

・障害者支援施設の移転改築１か所

・補 助 率：国1/2、県1/4

(R7.2月補正)

42,900

・対象整備：新築、改築、大規模修繕 ほか

・補 助 率：国1/2、県1/4

・箇 所 数：４か所

27,060

計

27,060

(R7.2月補正)

42,900
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１ 事業目的

障害のある人が働きながら住み慣れた地域で暮らすことのできる共生社会を実現するた

め、障害のある人の工賃向上及び一般就労を支援する。

２ 事業概要 （単位：万円）

※ 交付金申請の都合により２月補正とした経費は、R8当初予算に含む

事

業

名

障害者就労総合支援関連事業

予

算

額

R8 12,580万円 担
当
課(

室)

障害者政策課
（内線3619）

R7 12,720万円

区 分 内 容 R8当初

障 害 者 働 く 幸 せ

創 出 事 業 費

障害のある人の働くことに関する総合的支援

・障害者働く幸せ創出センターの運営

・企業、自治体からの発注仲介、福産品販売常

設店運営

5,590

農 福 連 携 に よ る

工賃向上支援事業費

農業分野での職域及び就労拡大を支援

・ワンストップ窓口の運営

・農業技術指導

・マルシェの開催

・農産物、加工品のブランド化の推進

2,320

福 産 品 応 援 事 業 費

継続的な購入の促進

・福産品購入企業等の認定制度

・一人一品運動協力隊の企業等への展開

・福産品ブランド化

・県民向け普及啓発（販売促進フェア２回）

330

生産活動パワーアップ

支 援 事 業 費

障害福祉事業所の供給能力向上を支援

・研修（４回）

・専門家派遣（72回）

・共同生産体制の構築

840

就 労 継 続 支 援 Ａ 型

事 業 所 の 経 営 改 善

モ デ ル 事 業 費 助 成

直近の生産活動収支が赤字である就労継続支

援Ａ型事業所に対して、生産活動の経営改善に

要する経費を助成

・補助率：10/10

3,000

工 賃 向 上 会 計 処 理

支 援 事 業 費

事業所における会計基準に基づく会計処理の

徹底、適切な売上げ目標に基づく工賃向上計画

の作成を支援

・研修（３回）

・個別相談（３回）

500

計 12,580
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事

業

名

物価高騰対策支援関連事業

予

算

額

R8 － 万円 担
当
課(

室)

福祉指導課ほか
(内線2960)

R7
－ 万円

(２月補正 371,090 万円)

１ 事業目的

物価高騰の影響を受けている医療機関や福祉施設、こどもの居場所等を支援する。

２ 事業概要 （単位：万円）

区 分
内 容

R7.2月
支援対象 支給額

医療機関診療経費等

物 価 高 騰 対 策

支援事業費(新規)

（医療政策課ほか）

病院

有床診療所
0.8万円/床 ほか

199,000

無床診療所 ほか
30.4万円/施設

ほか

周産期母子医療センター

等運営事業費助成

(新規)(再掲)

（地域医療課）

総合周産期母子医療センター

ほか

4,000万円/施設

ほか
54,000

精神科救急医療体制

運営事業費助成(新規)

（障害福祉課）

精神科救急医療体制参画病院
500万円/施設

ほか
3,610

介護サービス事業所等

物 価 高 騰 対 策

支 援 事 業 費

（福祉指導課）

（地域福祉課）

＜入所系30人以上＞

介護保険施設 ほか

30万円/施設

（定額）

62,100
＜入所系29人以下、通所系ほ

か＞

介護保険施設 ほか

18万円/施設

（定額）

障害福祉サービス事業所等

物 価 高 騰 対 策

支 援 事 業 費

（障害者政策課）

＜入所・居住系30人以上＞

障害者支援施設 ほか

30万円/施設

（定額）

51,300
＜入所・居住系29人以下、通

所系＞

障害者支援施設 ほか

18万円/施設

（定額）

こ ど も の 居 場 所

物 価 高 騰 対 策

支援事業費(新規)

（こども家庭課）

こどもの居場所

※物品購入費を支援（新規）
2.5万円/施設 1,080

計 371,090
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１ 事業目的

医療的ケア児等が地域で安心して生活するため、医療的ケア児等支援センターを運営す

るほか、学校や保育所等における支援体制整備や医療的ケア児世帯の経済的支援を行う。

２ 事業概要 （単位：万円）

事

業

名

医療的ケア児等支援関連事業

予

算

額

R8 12,302万円 担
当
課(

室)

障害福祉課ほか

（内線3319）
R7 10,537万円

区 分 内 容 R8当初

医療的ケア児等

総合支援事業費

(障害福祉課)

支援体制

の 整 備

医療的ケア児等支援センターの運営

・相談スタッフ配置（２人）

・地域の支援体制の強化のため、スーパーバ

イザーを配置（２人） 2,410

そ の 他 人材の育成、広報、関係機関との連携 ほか

小児患者世帯交通費等

支援事業費助成（新規）

（疾病対策課）

小児がんや医療的ケア児等を養育する世帯

に対する入院や通院に要する交通費・宿泊費

の支援

・上限：入院2,000円/日、通院4,000円/月

850

県立学校医療的

ケア児就学支援

事 業 費

(特別支援教育課)

訪 問

看 護 師

訪問看護師が必要な医療的ケアを行うこと

で医療的ケア児の学びの機会を保証

・対 象：県立学校の医療的ケア児

・支援内容：在校時支援と通学支援

1,540

学 校

看 護 師

医療的ケアを実施する特別支援学校に学校

看護師を配置（82人）

82人

(定数措置)

保育対策等促進事業費助成

（うち医療的ケア児分）

(こども未来課)

市町の看護師等の配置への支援

・沼津市、三島市、富士宮市、伊東市、島田

市、富士市、磐田市、掛川市、藤枝市、袋

井市、裾野市、湖西市、長泉町

7,502

計 12,302
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１ 事業目的

誰も自殺に追い込まれることのない社会を実現するため、身近な地域における自殺対策

を総合的に推進する。

２ 事業概要 （単位：万円）

事

業

名

自殺対策関連事業

予

算

額

R8 12,598万円 担
当
課(

室)

障害福祉課
（内線2920）

R7 13,160万円

区 分 内 容 R8当初

自

殺

総

合

対

策

事

業

費

若年 層対策

・若者こころの悩み相談窓口の設置

（24時間365日）

・こどもの自殺危機対応チームの設置 ほか

3,217

自殺未遂者支援 ・自殺未遂者支援研修（１回） 24

対面電話相談

・こころの電話相談

受付時間：８：30～16：30

・いのちの電話休日・夜間委託 ほか

844

人 材 養 成

・ゲートキーパー養成研修 ほか

回 数：22回

場 所：精神保健福祉センター ほか

575

普 及 啓 発 ・自殺予防週間、自殺対策強化月間キャンペーン 15

市 町 支 援
・市町自殺対策事業への助成 ほか

補助率：1/2 ほか
5,629

静岡ＤＰＡＴ整備
・静岡ＤＰＡＴ連絡協議会、研修会の開催

・災害拠点精神科病院の設備等整備助成 ほか
299

そ の 他
・市町・県民への情報発信

・自殺対策連絡協議会の開催 ほか
497

小 計 11,100

ＳＮＳ悩み相談

窓 口 事 業 費

（自殺対策分）

・ＬＩＮＥ相談の実施（毎日実施） 1,498

計 12,598
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日中サービス支援型グループホームの評価の実施状況

(健康福祉部障害者政策課)

１ 要 旨

前回の静岡県障害者施策推進協議会において意見のあった、日中サービス支援型グル

ープホームの質の担保について、県内の地域自立支援協議会へ日中サービス支援型グル

ープホームの評価の実施状況を調査したので、結果を報告する。

２ 調査概要

ア 対象

県内の地域自立支援協議会 24 箇所のうち、管内に日中サービス支援型グループホー

ム(以下、「事業所」とする)が設置されている 20の自立支援協議会

イ 評価の方法

・協議会規定の様式や評価シート等を事業所が記載し、協議会へ提出。

協議会委員等の意見聴取、事業所ヒアリングを元に、協議会にて評価を実施。

事業所へ評価や要望、助言等を行う。(複数回答有)

・評価を行う年度と評価を受けた上で事業所の取組を確認する年度の２か年のサイク

ルで実施(複数回答有)

・事業所の職員に協議会への出席を求め、事業の実施状況等について報告を受け、そ

の内容を踏まえ、協議会委員から評価を行う

・グループホーム連絡会にて各グループホームの情報共有をしながらお互いの強みを

評価し、さらに、協議会にて協議、評価する

・年２回の評価(実施計画と事業報告)を実施している

【参考】指定障害福祉サービスの事業の人員、設置及び運営の基準等に関する規則

(平成 25 年３月 28日規則第 19号)

第 199 条の 10

６ 日中サービス支援型指定共同生活援助事業者は、法第 89条の３第１項に規定す

る協議会その他知事がこれに準ずるものとして特に認めるもの（以下「協議会等」

という。）に対して定期的に日中サービス支援型指定共同生活援助の事業の実施状

況及び第２項の報告、要望、助言等の内容又は前項の評価の結果等を報告し、協議

会等による評価を受けるとともに、協議会等から必要な要望、助言等を聴く機会を

設けなければならない。

資料２
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ウ 評価を行う上で工夫している点

区 分 工 夫 内 容 詳 細

事業所から

協議会へ報告

評価シートに困り

ごとを拾えるよう

な項目を設定

事業所の困りごとを拾い、助言し、ともに解

決していけるような視点で項目を設定し、評

価シートを作成

提出様式を自由

様式とした

規定様式を廃止し、地域連携推進会議での資

料を活用できるよう自由様式とした

記入者の工夫
実態に即した評価シートとなるようサービス

管理責任者等が様式に記入するよう依頼

協議会委員等

の意見聴取

委員用資料の工夫 委員用資料に前回の助言・要望等を併記

外部の視点の取

り入れ

計画相談支援事業所に被評価事業所に関する

アンケートを実施

事業所

ヒアリング

現地訪問を実施

・現地訪問により現場の状況や雰囲気を把握

・評価委員(経験者)からのアドバイスや施設

との意見交換を実施

負担軽減の工夫
現地訪問と簡易方法(会場評価、書面評価)を

隔年で実施

相互理解の場と

いう認識の共有

善し悪しの評価ではなく、不明点を確認する

機会として、被評価事業所と委員へ共通理解

を図っている

協議会

における評価

施設職員の参加 評価会議の場へ被評価事業所職員の参加

多角的な視点の

取り入れ

・協議会の相談支援事業所部会の意見を集約

・審査会委員に基幹相談支援センター職員、

入所施設を運営する職員、相談支援専門員

等を採用

・事業所所在地のエリアにて意見交換を実施

審査チェック票

の作成

相談支援部会等を通じて相談支援事業所から

審査が必要な項目を意見収集し、審査チェッ

ク票を作成

委員への報告様

式の工夫

事業所基本情報や審査結果を点数化した審査

総括票を作成

その他

評価年度と実践

年度の２か年の

サイクルで実施

評価の位置づけを、評価を行う年度と評価を

受けた上で事業所の取組を確認する年度の２

か年としている

グループホーム

連絡会を活用

グループホーム連絡会で、管内の各事業所の

情報共有をしながら、お互いの強みを評価

し、その上で、協議会による評価を実施
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エ 評価を行う上で難しいと感じている点、課題等

３ 今後の取組

本調査結果を各地域協議会へ共有し、好事例の取組を取り入れる等活用してもらうと

ともに、圏域スーパーバイザーへ情報提供し、圏域スーパーバイザーによる各圏域の現

状の把握及び課題解決に向けた助言等を行っていく。

課 題 等 詳 細

実施上の負担が大きい

・現地訪問をする上での負担が大きい

・施設の増加により、協議会等の負担が大きく、評価の

質の確保が難しい

・スケジュール調整が困難

評価の形骸化、マンネリ化 GHの数が少なく、毎年同じ評価になってしまう

統一された評価基準が整備

されていない

・評価シートの項目が適正なものか判断できない

・近隣地域で共通の評価基準が定まっていない

評価委員の職種による弊害 本来業務の関係性から踏み込んだ話がしづらい

グループホームの質を客観

的に捉えにくい

事業所の支援内容や成果が、数値や形として現れにく

く、質を客観的に捉えにくい

協議会等による評価が、改

善につながらない

・改善が必要な事項があっても、強制力がない

・翌年度の評価まで内容の確認ができない

他の対応との違いが不明瞭

・県による運営指導との役割の線引きが難しい

・協議会としてどこまで指導するのか悩ましい

・地域連携推進会議との差別化が分かりにくくなった

最終評価までに時間を要す

る

一次評価、二次評価を行うなど、協議会の複数の会議体

での報告や評価を経て最終評価を行うため、評価が年

度末になる

「地域に開かれたサービス

とすることにより、質の確

保を図る」という目的にか

なったものになっているか

・株式会社運営の事業所は、法人の方針に沿って運営し

て、事業所の考えや方針を持っているところが少ない

・経営法人が遠隔地であると地域密着型視点が薄くな

らないか危惧
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障害福祉サービス事業所の令和６年度県平均工賃月額実績

（健康福祉部障害者政策課）

１ 概 要

就労継続支援Ｂ型事業所における平均工賃月額は、前年度より1,783円多い

23,496円となった

＜参考＞静岡県工賃向上計画（Ｒ６～Ｒ８）における目標平均工賃月額

目標平均工賃月額（Ｒ８）：25,000円

２ 県平均工賃月額の推移

※Ｒ５より平均工賃月額の算出方法を変更（国の取扱い）

３ 平均工賃月額の主な増加要因(事業所からの聞き取り)

・系列会社や地域会社と連携をし、高単価業務の安定受注ができている。

・比較的長時間働くことができる者や多様な作業ができる者が増えた。

・ＳＮＳの活用やセミナー参加によって、企業とのつながりを増やし、自主製品

の販路拡大に努めた。

施設種別 項目 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
増減

(R6-R5)

前年度比

(R6/R5)

Ｂ型

事業所数 425 箇所 447 箇所 492 箇所 525 箇所 ＋33 箇所 106.7％

平均賃金月額(県) 16,468円 16,866円 21,713円 23,496円 ＋1,783円 108.2％

平均工賃月額(国) 16,507円 17,031円 23,053円 24,141円 ＋1,088円 104.7％

資料３
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手話サポーターを活用した手話言語普及の取組

（健康福祉部障害福祉課）

１ 要 旨

東京 2025 デフリンピック自転車競技の県内開催を契機に、若年層に対して手話を

普及するため養成した「手話サポーター」を大会レガシーとして活用し、今後も手

話言語の普及促進の取組を推進する。

２ 東京 2025 デフリンピックに向けて実施した取組

（１）手話サポーターの養成

大会開催に向けて実施する機運醸成イベントや大会開催時に手話で選手を応援

するため、開催地である県東部地域で、手話サポーターを養成した。

（２）大会の機運醸成イベントや応援への参加

３ 今後の手話言語普及に向けた取組

開催

回数
時 期 場所 修了者数

大学生等 高校生 中学生

４回 R6.12-R7.8 三島市 43 6 34 3

区 分 時 期 日数 場 所 延べ参加者

機運醸成イベント参加 R7.3-11 ４ 静岡市、三島市、清水町ほか 35

大会での応援 R7.11 ２ 伊豆市(サイクルスポーツセンター) 24

区 分 内 容

手話サポーター

の組織化

・「（仮称）手話サポーターネットワーク」を令和８年度に立ち

上げ（事務局：県障害福祉課）

・手話サポーター養成講座修了者に、ネットワークへの登録を

呼び掛け（令和７年度末講座修了者 43 人）

・登録者には、県の「手話であいさつを」運動のほか、県聴覚

障害者協会と協力して、デフスポーツイベントへの参加を依

頼

手話サポーター

養成の継続

・来年度以降、中西部地域においても養成講座を実施し、サポ

ーター数を拡大

（８年度：中部地域で開催予定（定員 25 名））

若年層手話通訳

者の養成

・令和８年度から若年層手話通訳者養成講座を実施（新規）

（８年度受講見込み：10 名）

・ネットワーク登録者には講座の受講を勧奨し、若年層の手話

通訳者数の増加を図る

資料４
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医療的ケア児者実態把握調査の結果

（健康福祉部障害福祉課）

１ 要 旨

県内の医療的ケア児者の実態把握調査を実施した。今後は調査結果を踏まえ、家

族の負担軽減や災害時の対応など支援体制の一層の強化を図る。

２ 調査概要

３ 調査結果

（１）人数

本県の医療的ケア児者は 4,381 人、このうち医療的ケア児（0～17 歳）は 714 人

であった。障害保健福祉圏域別でみると静岡圏域が最も多く、次いで駿東田方圏域、

西部圏域であった。 （単位：人）

（２）医療的ケアの内容 （上位５項目を抜粋）

0～17 歳では経管栄養が 327 人で最も多く、次いで吸引が 224 人である。一方、

18～64歳では継続的な透析が881人で最も多く、次いで皮下注射が 852人となった。

（単位：人）

※ 複数の医療的ケアを必要としている場合があるため、延べ人数となる。

0～17 歳 18～64 歳

順位 区分 人数 順位 区分 人数

１ 経管栄養 327 １ 継続的な透析 881

２ 吸引 224 ２ 皮下注射 852

３ 酸素療法 164 ３ 排便管理 629

４ 気管切開の管理 123 ４ 人工呼吸器管理 553

５ 人工呼吸器管理 116 ５ 経管栄養 377

上記以外 468 上記以外 1,290

合計 1,422 合計 4,582

調査時点 令和７年５月１日

調査上の

医療的ケアの定義

障害福祉サービス等利用における医療的ケア判定スコアに

記載の 14 項目のいずれかに該当する児者であること。

障害保健福祉圏域 0～17 歳 18～64 歳 計 障害保健福祉圏域 0～17 歳 18～64 歳 計

賀茂 6 78 84 静岡 117 1,633 1,750

熱海伊東 10 87 97 志太榛原 114 336 450

駿東田方 128 582 710 中東遠 107 309 416

富士 88 223 311 西部 144 419 563

計 714 3,667 4,381

資料５
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（３）災害対応

市町の避難行動要支援者名簿へ登録されているのは 1,065 人、うち個別避難計

画が策定されているのは 200 人であった。

４ 今後の取組

避難行動要支援者名簿の登録 人数 割合

あり 1,065 24.3%

個別避難計画策定済 200 4.6%

個別避難計画未策定 755 17.2%

個別避難計画策定不明等 110 2.5%

なし 2,971 67.8%

不明等 345 7.0%

計 4,381 100.0%

項 目 内 容

家族支援 入院や通院に要する交通費等の支援（R８新規事業）

支援体制の充実
各圏域における医療的ケアコーディネーターをニーズに基づ

き、計画的に養成

災害時対応
個別避難計画作成支援（R８新規事業）

市町に対し避難行動要支援者名簿への登録促進

短期入所 モデル地域における新規受入れ施設の開拓
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強度行動障害に関する調査の結果

（健康福祉部障害福祉課）

１ 要 旨

強度行動障害のある方に対する地域の支援体制整備の検討に必要な基礎資料とす

るため、実態調査を実施した。

２ 調査概要

３ 調査結果

（１）強度行動障害のある方の人数

療育手帳所持者全体のうち、強度行動障害児者が占める割合は 8.5％

（２）生活の場の状況

18 歳未満の大半が在宅で生活しており、18 歳以上は施設入所とグループホーム

を生活の場とする方が過半数を占めていた。

４ 今後の取組

強度行動障害者支援の専門家及び県発達障害者支援センター等による検討会を立

ち上げ、協議を進める。

○協議内容

・強度行動障害のある方の支援者の養成

・強度行動障害に関する支援困難事例に対して助言等を行い、広く地域を支援す

る「広域的支援人材」の選定

・強度行動障害のある方及びその家族のニーズ把握

調査期間 令和７年９月～11 月

調査上の

強度行動障害の定義

上記期間中、療育手帳を所有している児者のうち、重度障害

者等包括支援等の福祉サービスの支給決定を受けている、あ

るいは強度行動障害児特別支援加算等の対象であること。

区分 障害児（18 歳未満） 障害者（18 歳以上） 合計

療育手帳所持者数（人） 11,455 27,069 38,524

強度行動障害者数（人） 262 3,004 3,266

割合（％） 2.3 11.1 8.5

居住地 障害児（18 歳未満） 障害者（18 歳以上） 合計

在宅 259 1,502 1,761

施設入所 3 1,219 1,222

グル－プホ－ム 0 283 283

合計 262 3,004 3,266

資料６
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精神科病院への入院者訪問支援事業
（健康福祉部障害福祉課）

１ 要 旨

精神科病院の入院者のうち、家族等がいない市町村長同意による医療保護入院者、面

会交流の機会が少ない等の理由により、第三者による支援が必要と考えられる者に対し

て、希望に応じて、傾聴や生活に関する相談、情報提供等を役割とした訪問支援員を派

遣する。

医療機関外の第三者が、対象者の立場に立って傾聴、受容、共感することにより、対

象者が孤立、孤独感を解消し、自尊心を高め、自らの力を取り戻すことが期待される。

本県では、静岡市が令和６年４月から、県及び浜松市が同年 10 月から訪問支援を開始

した。

２ 研修開催状況

(１) 養成研修（令和６・７年度）

訪問支援員の業務を適正に行うために必要な姿勢・知識・技術等を修得する研修

を開催。

ア 受講者数

イ 登録者数（令和７年 12 月末現在）

（２）フォローアップ研修（令和７年度）

養成研修を受講し訪問支援員として登録されている方を対象に、必要な知識、技

術、姿勢等を再習得するためのフォローアップ研修を開催。

日 時：令和８年２月４日（水）午後１時 20 分から午後４時 40 分

方 法：オンライン開催（配信場所：レイアップ御幸町ビル６－Ｂ）

受講申込者：80 名

年度 回数 受講者数

令和６年度
第１回 68 名（受講決定は 72 名）

第２回 64 名

令和７年度 12 名（うち１名オブザーバー参加）

区 分 賀茂

駿東

田方

(熱海)

御殿場 富士 静岡
志太

榛原
中東遠 西部 合計

専門職 ４ ２４ １ ５ ２１ １３ ９ １９ ９６

非専門職 ２ ９ ０ ６ ８ ５ ４ １ ３６

合 計 ６ ３３ １ １１ ２９ １８ １３ ２０ １３２

資料７
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３ 訪問支援員派遣

保健所に設置された事務局は、本人及び病院職員等から面会希望があった場合、訪

問支援員を派遣するため、面会日の調整、訪問支援員２名の選任を行う。

令和６年度訪問支援実績

令和７年度訪問支援実績（令和７年 12月末時点）

４ 会議体の設置

（１）推進会議

運営を管理する者および訪問支援を受け入れる医療機関と訪問支援を行う者が、

実施要領や事業計画の策定、実務者会議から報告される事業の実施状況や課題等

をもとに事業の進め方について検討や見直しを図る場とする。

ア 令和６年度第１回概要

区 分 賀茂 熱海
駿東

田方
富士 静岡

志太

榛原
中東遠 浜松 合計

訪問

件数
０ ０ １ ３ ８ ３ １ １ １７

利用

者数
０ ０ １ ３ ５ ３ １ １ １４

支援員

訪問数

(実数)

０ ０ ２ ６ ９ ６ ２ ２ ２７

支援員

訪問数

(延べ)

０ ０ ２ ６ 16 ６ ２ ２ ３４

区 分 賀茂 熱海
駿東

田方
富士 静岡

志太

榛原
中東遠 浜松 合計

訪問

件数
０ ２ ２ ５ ４ ２ ３ ３ ２１

利用

者数
０ １ ２ ４ ２ ２ ２ ２ １５

支援員

訪問数

(実数)

０ ３ ４ ９ ６ ４ ６ ５ ３７

支援員

訪問数

(延べ)

０ ４ ４ １０ ８ ４ ６ ６ ４２

項目 内 容

日時 令和６年９月 30 日（月）

次第
第１回訪問支援員養成研修の受講状況について

各圏域で実施した実務者会議の実施状況について
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イ 令和６年度第２回概要

ウ 令和７年度第１回概要

（２） 実務者会議

訪問支援員や訪問支援を受け入れる精神科病院の関係者等が、定期的に事業実

施においての具体的な課題や支援のあり方等について協議し、その結果について

は適宜、推進会議へ報告する等、事業の円滑な推進と、更なる充実を図る場とす

る。令和６年度は各圏域で２回、令和７年度は１回、実務者会議を開催した。

５ 課題及び対応

（１） 支援員の育成とフォローアップについて

（２） 対象範囲の拡大について

（３） 病院側・関係者への周知

項目 内 容

日時 令和７年３月 11 日（火）

次第

入院者訪問支援事業訪問支援実績について

各圏域で実施した実務者会議の実施状況について

入院者訪問支援事業に関する課題への対応について

項目 内 容

日時 令和８年２月９日（月）

次第
入院者訪問支援事業の研修実施状況及び訪問支援実績について

実務者会議報告と今後の実施案について

項目 内 容

課題 訪問支援の実践機会が少なく技術・理解の定着が不十分

対応
令和７年度から開始したフォローアップ研修を次年度以降も継続して

開催

項目 内 容

課題 市町長同意医療保護入院者のみを対象としている

対応 市町長同意医療保護入院以外への対象拡大

項目 内 容

課題
事業内容や説明方法が病院職員や患者本人に十分伝わっておらず、説明

タイミングや分かりやすさの改善が必要

対応
病院の職員向けの事業案内チラシ等の配布、病院職員及び市町担当者向けに

事業周知を目的としたオンライン研修の開催
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第６次静岡県障害者計画(案) 概要

重点施策

① 障害者差別解消に向けた

合理的配慮の提供の更なる促進

② 「親亡き後」の地域生活継続の

ための仕組みづくり

③ 大規模地震や風水害等の

災害発生時に向けた防災体制の充実

④ 医療的ケア児等に対する

支援の充実

計画骨子 主な取組

Ⅰ 障害に対する理解と相互交流の促進 ・合理的配慮アドバイザー派遣による

民間事業者等への徹底

・合理的配慮に基づくユニバーサルツーリズムの展開

・若年層を対象とした手話サポーターの養成

及び組織化の推進

１ 障害者差別解消条例に基づく不当な差別の禁止と

合理的配慮の提供の推進 <重点①>

２ 情報アクセシビリティの向上

３ 障害者スポーツと文化芸術活動の振興

Ⅱ 地域における自立生活を支える体制づくり ・圏域スーパーバイザー等による

基幹相談支援センター未設置市町への促進

・グループホームの整備促進

・人材サポートセンターによる事業所支援の強化

１ 身近な相談支援体制整備の推進 <重点②>

２ 暮らしを支える福祉サービスの充実 <重点②>

３ 施設や病院から地域生活への移行の促進

４ 一人ひとりの特性に応じた就労の促進
・要配慮者の個別避難計画の作成支援の強化

・障害のある方も安心して避難できる

福祉避難所の環境整備

５ 地域での保健・医療体制の充実

６ 地域や施設における防災体制等の充実 <重点③>

７ 安心して暮らせるまちづくり

Ⅲ 多様な障害に応じたきめ細かな支援

・医療的ケア児の入院や通院に要する交通費等の

支援や短期入所受入施設の拡大

・県発達障害者支援センターによる支援や

就労定着できる職場環境づくりの促進

・強度行動障害のある人への支援者養成研修

１ 早期支援体制の整備

２ 教育の振興

３ 重症心身障害児(者)･医療的ケア児(者)に対する支援の充実 <重点④>

４ 発達障害のある人に対する支援の充実

５ 精神障害のある人に対する支援の充実

６ 難病を抱える人に対する支援の充実

１ 基本目標：障害のある人が分け隔てられない共生社会の実現

２ 計画期間：令和８年度から令和 11 年度までの４か年

３ 位置付け：障害者基本法に基づき障害者施策の基本的方向性を示すもの

区 分 内 容 根拠法 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

障害者計画
○施策の基本的方向性

→基本理念、基本目標
障害者基本法 第５次 第６次

障害福祉計画

○数値目標等の実施

計画

→数値目標、サービ

ス必要見込量

障害者総合支援法 第６期 第７期 第８期

児童福祉法 第２期 第３期 第４期

１ 計画の概要 ２ 現状と課題

② 親亡き後の地域生活

・障害のある人の重度化・高齢化が進み、調査では、今後の

心配事は「保護者がいなくなった後の生活のこと」が最も

多かった

・親亡き後、地域で安心

して暮らすための受入

態勢の整備が不足

① 合理的配慮の提供の更なる促進

・調査では、「差別や虐待を受けたことがある方の割合」が

16.7％となり、R2(17.3％)の調査と横

ばいの結果となった

・障害者差別解消法の改正に伴う、民間

事業者への合理的配慮の提供の義務化

について一層の周知が求められている

③ 災害発生時に向けた防災体制

・調査では、「地震や台風などの災害時に必要なもの」と

して「避難や災害の情報を分かりやすく教えて欲しい」

が最も多かった

・災害時における避難所や在宅を含めた避難先の確保や

障害福祉サービスの提供の継続が求められている

④ 医療的ケア児等

・県の行った医療的ケア児等の実態把握調査では、県下に

在住する医療的ケア児等の人数は 4,381 人となった

・調査結果を元に、医療的ケア

児等及びその家族のニーズに

合致した支援策が求められる

【①～③は、令和６年度に実施した障害のある方への実態調査結果を参考】

（※上位５件を抜粋）

３ 計画のポイント

※下線太字は、令和８年度新規事業

■主な数値目標

＜Ⅰ:障害に対する理解と相互交流＞

＜Ⅱ:地域における自立生活支援＞

＜Ⅲ:多様な障害へのきめ細かな支援＞

指 標 現 状 目 標

差 別 解 消 県 民

会議参画団体数

(2024)

281 団体

(2028)

313 団体

手 話 通 訳 者

養成研修修了者

(2021～24)

累計 94 人

(2025～28)

累計 120 人

指 標 現 状 目 標

基 幹 相 談 支 援

ｾﾝﾀｰ設置市町数

(2025)

26 市町

(2029)

35 市町

優先度が高い避難行動要

支援者の個別避難計画作

成完了市町

(2024)

５市町

(2028)

35 市町

指 標 現 状 目 標

重症心身障害児

(者)の支援に携

わる専門人材養

成数

(2022～24)

累計 656 人

(2025～28)

累計 700 人

資料８
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「第６次静岡県障害者計画(案)」に係る

県民意見の募集に寄せられた御意見と静岡県の考え方

１ パブリックコメント募集期間

令和７年 12 月 25 日(木) ～ 令和８年１月 23 日(金)

２ 意見の状況

18 名・70 件

３ 意見への対応

（計画の項目ごとの内訳）

区 分 対 応 件数

Ａ 御意見を踏まえ、計画案に反映したもの 27

Ｂ 障害者福祉を推進する上で参考とするもの 35

Ｃ 意見等の内容が既に計画に記載済みのもの ５

Ｄ 対応が困難なもの ０

Ｅ その他 ３

計 70

区 分 項 目 件数

Ⅰ 障害に対する理解

と相互交流の促進

障害者差別解消条例に基づく不当な差別の禁止と合理的配慮の提供の推進 ５

情報アクセシビリティの向上 ２

障害者スポーツと文化芸術活動の振興 ２

Ⅱ 地域における自立

を支える体制づくり

身近な相談支援体制整備の推進 ５

暮らしを支える福祉サービスの充実 ６

施設や病院から地域生活への移行の促進 11

一人ひとりの特性に応じた就労の促進 ７

地域での保健・医療体制の充実 ３

地域や施設における防災体制等の充実 ３

Ⅲ 多様な障害に応じ

たきめ細かな支援

早期支援体制の整備 ２

教育の振興 ５

重症心身障害児（者）・医療的ケア児（者）に対する支援の充実 １

発達障害のある人に対する支援の充実 ６

資料編、その他 12

計 70

資料９
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障
害

の
啓

発
に

つ
い

て
、

当
事

者
団

体
の

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

等
を

財
政

的
に
サ

ポ
ー

ト
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

発
達

障
害

や
知

的
障

害
の

あ
る

方
た
ち

の
権

利
を

守
る

た
め

警
察

や
警

察
学

校
へ

の
キ

ャ
ラ

バ
ン

隊
に

よ
る

啓
発
も

取
り

入
れ

る
べ

き
で

あ
る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

当
事

者
団

体
に

よ
る

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

の
活

動
は

、
令

和
３

年
度

に
「

障
害
を

理
由

と
す

る
差

別
を

解
消

す
る

た
め

の
取

組
に

関
し

顕
著

な
功

績
が

あ
る
」

と
し

て
、

知
事

表
彰

を
行

っ
た

と
こ

ろ
で

す
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

を
踏
ま

え
、

引
続

き
学

校
・

企
業

等
へ

の
啓

発
を

強
化

し
、

理
解

促
進

に
取

り
組
ん

で
ま

い
り

ま
す
。

3

障
害

者
差
別

解
消

条
例
に

基
づ

く
不
当

な
差

別
の
禁

止
と

合
理
的

配
慮

の
提
供

の
推

進

地
域

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

の
推

進
に

特
別

支
援

学
校

の
参
画

が
進

ん
で

い
る

が
、

き
こ

え
な

い
子

ど
も

に
と

っ
て

地
域

の
イ

ン
ク

ル
ー
シ

ブ
教

育
は

言
語

が
違

う
と

い
う

視
点

も
視

野
に

い
れ

て
慎

重
に

配
慮

し
て
い

た
だ

き
た

い
。

音
声

言
語

で
行

わ
れ

る
地

域
の

学
校

と
の

交
流

や
小

中
一
貫

グ
ル

ー
プ

へ
の

参
画

に
は

き
こ

え
な

い
子

ど
も

に
と

っ
て

は
音

声
の

情
報
保

障
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

前
提

と
な

る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

令
和

７
年

４
月

に
策

定
し

た
「

共
生

・
共

育
」

（
静

岡
県

版
イ

ン
ク

ル
ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
）

の
在

り
方

で
は

、
多

様
性

を
認

め
合

う
地

域
社

会
と
な

る
こ

と
が

、
「

交
流

及
び

共
同

学
習

」
の

効
果

を
更

に
高

め
る

と
考

え
ら
れ

る
と

し
て

い
ま

す
。

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
学

び
の

場
の
整

備
や

通
級

に
よ

る
指

導
等

、
多

様
な

学
び

の
場

に
お

け
る

環
境

整
備

と
共
に

学
び

合
い

、
共

に
育

つ
教

育
の

創
出

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

4

障
害

者
差
別

解
消

条
例
に

基
づ

く
不
当

な
差

別
の
禁

止
と

合
理
的

配
慮

の
提
供

の
推

進

「
障

害
に

対
す

る
理

解
と

相
互

交
流

の
促

進
」

の
中

の
「

関
係

団
体

等
と
の

協
働

の
推

進
」

と
い

う
項

目
の

た
め

、
当

事
者

団
体

だ
け

で
は

な
く

職
能
団

体
と

の
協

働
も

必
要

で
は

な
い

か
。

C
　

意
見

等
の

内
容

が
既
に

計
画

に
記
載

済
み

職
能

団
体

に
つ

い
て

は
、

「
関

係
団

体
等

」
に

含
め

て
い

ま
す
。

5

障
害

者
差
別

解
消

条
例
に

基
づ

く
不
当

な
差

別
の
禁

止
と

合
理
的

配
慮

の
提
供

の
推

進

発
達

障
害

の
方

が
投

票
で

き
る

よ
う

、
ど

こ
の

投
票

所
で

も
対

応
方

法
の
事

前
確

認
を

行
う

べ
き

で
あ

る
。

し
か

し
、

知
的

障
害

の
あ

る
方

は
情

報
を

直
ぐ

に
か

み
砕

く
こ

と
が

難
し
い

方
も

い
る

た
め

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
生

活
の

場
や

通
所

事
業

所
な

ど
で
職

員
が

説
明

支
援

を
す

る
に

あ
た

り
、

立
候

補
者

の
情

報
を

簡
潔

な
提

供
で
き

る
と

い
い

の
で

は
な

い
か
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

投
票

環
境

の
向

上
に

関
し

て
は

、
投

票
所

を
運

営
す

る
県

内
市

区
町

の
選
挙

管
理

委
員

会
に

対
し

、
様

々
な

機
会

を
捉

え
て

配
慮

を
依

頼
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
。

【
第

６
次

静
岡

県
障

害
者

計
画

（
案

）
】

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

に
対

す
る

回
答

に
つ

い
て

N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

6
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ
ィ

の
向

上

電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
の

認
知

度
向

上
に

向
け

た
周

知
・

広
報

だ
け

で
な

く
、

県
や

関
係

機
関

に
お

い
て

電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

用
い

た
問

い
合
わ

せ
体

制
を

整
備

す
べ

き
で

あ
る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
で

は
、

こ
れ

ま
で

、
県

民
や

職
員

向
け

の
研

修
等

の
機

会
を

活
用

し
て
電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

の
周

知
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

ま
た

、
県

職
員
が

電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

際
は

、
発

信
側

と
し

て
も

受
信

側
と
し

て
も

、
適

切
に

対
応

し
て

い
る

と
考

え
て

お
り

ま
す
。

近
年

、
自

動
音

声
を

利
用

し
た

迷
惑

電
話

な
ど

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

県
や

関
係

機
関

に
対

し
て

は
、

冒
頭

自
動

音
声

が
流

れ
る

電
話

リ
レ
ー

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
誤

っ
た

対
応

を
す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
引

き
続

き
、

サ
ー

ビ
ス

受
入

体
制

を
整

え
て

ま
い

り
ま

す
。

7
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ
ィ

の
向

上

「
障

害
の

あ
る

人
の

職
場

等
に

お
け

る
業

務
内

容
へ

の
適

応
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

確
保

の
た

め
、

職
場

適
応

援
助

者
（

県
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
）
を

派
遣

し
ま

す
。

精
神

障
害

者
雇

用
に

関
す

る
従

業
員

の
理

解
や

職
場

環
境
整

備
を

支
援

す
る

た
め

、
精

神
障

害
者

職
場

環
境

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
企

業
等
に

派
遣

し
、

研
修

会
や

相
談

会
を

実
施

し
ま

す
」

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

手
段

の
充

実
の

取
組

で
は

な
く

、
合

理
的

配
慮

の
促

進
や

権
利

擁
護

の
た
め

の
取

組
と

考
え

る
。

ま
た

、
「

研
修

会
等

に
お

い
て

、
障

害
特

性
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、
担

当
者

の
実

務
能

力
の

向
上

に
努

め
ま

す
」

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手
段

の
充

実
の

取
り

組
み

で
は

な
く

、
合

理
的

配
慮

の
促

進
や

権
利

擁
護

の
た
め

の
取

り
組

み
と

考
え

る
。

合
理

的
配

慮
の

意
味

や
権

利
擁

護
に

つ
い

て
の
基

本
的

な
考

え
方

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

C
　

意
見

等
の

内
容

が
既
に

計
画

に
記
載

済
み

合
理

的
配

慮
の

促
進

や
権

利
擁

護
の

推
進

の
取

組
の

一
つ

と
し

て
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
充

実
」

が
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

と
認

識
し
て

い
ま

す
。

8

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
と
文

化
芸

術
活
動

の
振

興

県
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

協
会

の
ス

ポ
ー

ツ
指

導
は

、
法

人
単

位
で

は
年

１
回
と

な
っ

て
い

る
が

、
大

き
な

法
人

だ
と
1
1
年

に
１

回
し

か
申

し
込

め
な

い
た

め
、

事
業

所
単

位
で

年
１

回
申

し
込

め
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
で

は
、

県
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

協
会

と
連

携
し

、
重

度
の

障
害

の
あ

る
方
も

安
全

に
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
県

内
各

地
で

開
催

す
る

と
と

も
に
、

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
を

各
施

設
に

派
遣

し
、

派
遣

先
施

設
職

員
も

指
導
方

法
を

学
ぶ

こ
と

で
継

続
的

な
地

域
活

動
が

根
付

く
よ

う
巡

回
指

導
を

実
施
し

て
い

ま
す

。
今

後
も

障
害

の
あ

る
方

が
身

近
な

地
域

で
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
に
親

し
む

環
境

整
備

の
促

進
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

ま
り

い
ま

す
。

9

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
と
文

化
芸

術
活
動

の
振

興

み
ら

ー
と

の
発

表
の

場
は

増
え

た
が

、
"
ふ

じ
の

く
に

チ
ー

ム
★

輝
き
"
の

発
表

の
場

は
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
か
。

E
　

そ
の
他

「
ふ

じ
の

く
に

チ
ー

ム
★

輝
き

」
に

つ
い

て
は

、
1
0
年

以
上

開
催

し
て

き
ま

し
た

が
、

当
初

の
目

的
を

達
成

し
た

こ
と

か
ら

、
終

了
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

し
た

。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

1
0

身
近

な
相
談

支
援

体
制
整

備
の

推
進

こ
の

計
画

が
こ

の
先

４
年

間
と

い
う

こ
と

を
考

え
る

と
、

す
で

に
基

幹
相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

が
設

置
さ

れ
て

い
る

地
域

は
多

く
、

主
任

相
談

支
援

専
門
員

も
配

置
さ

れ
て

き
て

い
る
。

主
任

相
談

支
援

専
門

員
の

養
成

が
人

材
育

成
の

と
こ

ろ
で

触
れ

ら
れ

て
い
る

の
で

、
基

幹
や

特
定

へ
の

配
置

の
促

進
を

図
り

、
相

談
支

援
の

質
の

担
保
等

も
必

要
で

あ
る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、
2
0
2
5年

度
末

時
点

で
2
6
市

町
に
設

置
さ

れ
て

お
り

、
未

設
置

市
町

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
市

町
に

対
し
設

置
に

向
け

た
支

援
を

行
な

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
主

任
相

談
支

援
専

門
員

の
養

成
研

修
を

通
じ

、
相

談
支

援
体

制
の
充

実
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の
取

組
の

参
考

と
い

た
し

ま
す
。

1
1

身
近

な
相
談

支
援

体
制
整

備
の

推
進

圏
域

専
門

部
会

に
つ

い
て

、
就

労
部

会
の

対
象

を
一

般
就

労
と

明
記

し
て
い

る
が

、
福

祉
的

就
労

を
含

め
た

就
労

と
表

現
す

べ
き

で
は

な
い
か

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
3
7
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
②

各
障

害
保

健
福

祉
圏

域
に

設
置

し
た

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
に

専
門
部

会
を

設
置

し
、

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

た
検

討
を

進
め

ま
す

。
障

害
の
あ

る
人

の
就

労
（

福
祉

的
就

労
を

含
む

）
や

地
域

移
行

、
障

害
児

支
援

な
ど
、

特
定

の
専

門
的

課
題

へ
の

対
応

を
図

り
ま

す
。
」

1
2

身
近

な
相
談

支
援

体
制
整

備
の

推
進

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
機

能
と

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
に

お
け
る

相
談

機
能

は
違

う
た

め
、

そ
れ

を
混

同
し

た
表

現
や

取
組

に
な

っ
て

い
る
。

県
と

し
て

相
談

機
能

と
し

て
ど

う
ま

と
め

た
い

か
を

示
し

て
ほ

し
い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
3
7
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
③

拠
点

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
地

域
移

行
等

を
促

進
す

る
機

能
を
持

つ
「

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
」

の
整

備
及

び
相

談
支

援
専

門
員

に
よ

る
地
域

の
相

談
支

援
の

拠
点

と
な

る
「

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

」
の

設
置

が
努
力

義
務

と
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

全
て

の
市

町
に

お
け

る
相

談
支

援
体

制
の
整

備
を

支
援

し
ま

す
。
」

1
3

身
近

な
相
談

支
援

体
制
整

備
の

推
進

精
神

科
救

急
情

報
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
設

置
さ

れ
て

時
間

も
た

っ
て
い

る
も

の
だ

と
思

う
の

で
、

「
設

置
し

ま
す

」
で

は
な

い
の

で
は

な
い

か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
3
8
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
⑤

緊
急

に
医

療
を

必
要

と
す

る
精

神
障

害
の

あ
る

人
か

ら
の

相
談

等
に
2
4

時
間

3
6
5日

対
応

で
き

る
精

神
科

救
急

情
報

セ
ン

タ
ー

（
精

神
科

救
急

情
報
ダ

イ
ヤ

ル
）

の
体

制
確

保
及

び
周

知
を

図
り

ま
す

。
」

1
4

身
近

な
相
談

支
援

体
制
整

備
の

推
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
「

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

を
指
す

も
の

か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
3
9
）

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
「

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

を
指
す

も
の

で
あ

り
、

正
確

に
記

載
す

る
た

め
以

下
の

と
お

り
修

正
し

ま
す
。

「
⑤

在
宅

の
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
及

び
医

療
的

ケ
ア

児
（

者
）

の
介
護

ニ
ー

ズ
は

、
2
4
時

間
対

応
等

の
包

括
的

・
継

続
的

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
こ

の
た

め
、

地
域

に
お

け
る

行
政

、
福

祉
、

教
育

、
医
療

等
の

連
携

を
図

り
、

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

等
を

支
援

し
総

合
調

整
を
行

う
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
養

成
し

ま
す

。
」
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

1
5

暮
ら

し
を
支

え
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

「
障

害
の

あ
る

人
、

高
齢

者
、

子
供

等
、

誰
も

が
利

用
で

き
る

地
域

の
交
流

の
場

で
あ

る
「

居
場

所
」

づ
く

り
を

推
進

」
に

つ
い

て
は

、
複

数
の

課
が
か

か
わ

る
べ

き
内

容
で

は
な

い
か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
0
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
①

障
害

の
あ

る
高

齢
者

の
孤

立
防

止
、

地
域

で
の

支
え

合
い

や
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
の

た
め

、
障

害
の

あ
る

人
、

高
齢

者
、

こ
ど

も
な

ど
、

誰
も
が

利
用

で
き

る
地

域
の

交
流

の
場

で
あ

る
「

居
場

所
」

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

[
健

康
福

祉
部

障
害

者
政

策
課
]
、

[
健

康
福

祉
部

福
祉

長
寿

政
策

課
]
」

1
6

暮
ら

し
を
支

え
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

記
載

さ
れ

た
内

容
は

、
長

年
に

渡
る

知
的

障
害

者
の

方
々

の
雇

用
創

出
の
一

環
に

つ
い

て
で

あ
り

、
こ

の
内

容
で

明
記

す
る

な
ら

ば
、

障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
養

成
研

修
が

従
来

の
精

神
障

害
者

の
み

か
ら

今
年

度
か

ら
三

障
害
、

高
次

脳
、

難
病

の
方

も
対

象
と

し
て

実
施

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
の

人
材
育

成
機

能
の

活
用

を
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
2
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
⑬

自
ら

の
障

害
や

疾
病

の
経

験
を

活
か

し
て

、
同

じ
よ

う
な

経
験

が
あ
る

人
に

対
し

て
支

援
を

行
う

障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

等
を

養
成

す
る

「
障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
研

修
」

を
実

施
し

ま
す

。
」

1
7

暮
ら

し
を
支

え
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

障
害

者
の

高
齢

化
が

進
む

中
、

高
齢

者
分

野
と

の
連

携
・

協
働

に
つ

い
て
推

進
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

こ
れ

ま
で

県
と

し
て

も
国

に
対

し
て

要
望

を
し

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
介
護

保
険

制
度

と
の

連
携

を
図

り
、

引
き

続
き

障
害

の
あ

る
人

の
高

齢
化

に
対
応

し
必

要
な

施
策

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
8

暮
ら

し
を
支

え
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

障
害

者
支

援
施

設
（

入
所

）
に

お
い

て
、
I
C
T
の

導
入

に
向

け
て

補
助

金
の

拡
充

を
お

願
い

し
た

い
。

C
　

意
見

等
の

内
容

が
既
に

計
画

に
記
載

済
み

県
で

は
、

障
害

福
祉

分
野

に
お

け
る

介
護

業
務

の
負

担
軽

減
や

生
産

性
の
向

上
を

図
る

た
め

、
障

害
福

祉
施

設
等

に
お

け
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機

器
等

の
導

入
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

1
9

暮
ら

し
を
支

え
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

県
の

公
務

員
の

給
与

が
全

国
一

位
と

の
報

道
が

あ
っ

た
が

、
県

民
の

幸
せ
度

満
足

度
が

ま
ず

全
国

一
位

に
な

っ
て

か
ら

で
あ

っ
て

欲
し

い
。

新
卒

や
若
手

の
職

員
が

福
祉

の
仕

事
を

継
続

且
つ

自
身

の
生

活
が

豊
か

で
あ

る
と

感
じ
ら

れ
る

よ
う

他
業

種
と

の
賃

金
格

差
に

つ
い

て
は

、
処

遇
改

善
加

算
等

を
含
め

急
ぎ

改
善

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
で

は
、

静
岡

県
障

害
福

祉
人

材
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

障
害
福

祉
人

材
の

確
保

の
ほ

か
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

に
お

け
る

処
遇

改
善
加

算
の

取
得

に
向

け
た

サ
ポ

ー
ト

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

必
要

と
す

る
事
業

所
に

活
用

い
た

だ
け

る
よ

う
一

層
の

周
知

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

2
0

暮
ら

し
を
支

え
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

悪
質

な
事

業
所

が
増

え
て

き
た

た
め

か
、

監
査

を
し

や
す

い
形

で
の

書
類
作

成
が

年
々

増
え

て
い

る
。

監
査

に
来

る
だ

け
で

な
く

、
利

用
者

の
生

活
支

援
、

作
業

支
援

、
多

量
の

事
務

が
あ

る
こ

と
を

、
一

日
で

も
一

緒
に

仕
事
を

し
て

内
情

を
理

解
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

事
業

所
を

指
導

監
督

す
る

上
で

具
体

的
な

業
務

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
は
重

要
と

考
え

ま
す

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

今
後

の
事

業
者

指
導

に
当

た
り
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

2
1

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

「
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
相

談
支

援
体

制
を

充
実

」
に

つ
い

て
、

意
思
決

定
支

援
の

理
念

を
県

の
取

組
の

中
で

浸
透

さ
せ

て
い

く
内

容
と

し
て

読
み
取

れ
な

い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
7
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
障

害
の

あ
る

人
が

住
み

慣
れ

た
地

域
社

会
で

当
た

り
前

の
暮

ら
し

が
保
障

さ
れ

る
べ

き
と

い
う

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
に

基
づ

き
、

日
常
生

活
や

社
会

生
活

の
中

で
本

人
の

意
思

決
定

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

施
設
や

病
院

か
ら

地
域

生
活

へ
の

移
行

を
促

進
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
地

域
生
活

で
生

じ
る

様
々

な
課

題
に

対
応

し
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

相
談

支
援

体
制

を
充
実

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
」

2
2

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

「
居

住
の

場
の

充
実

」
に

お
い

て
、

実
態

調
査

の
結

果
と

し
て

「
グ

ル
ー
プ

ホ
ー

ム
の

整
備

」
と

い
う

選
択

肢
が

多
か

っ
た

理
由

や
、

背
景

に
つ

い
て
の

検
討

や
ア

プ
ロ

ー
チ

も
必

要
。

そ
の

背
景

や
社

会
に

対
し

て
の

ア
プ

ロ
ー
チ

に
つ

い
て

も
記

載
を

お
願

い
し

た
い
。

ま
た

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
整

備
促

進
が

多
く

挙
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
暮
ら

し
の

質
に

ま
で

言
及

し
た

取
り

組
み

の
記

載
を

お
願

い
し

た
い
。

「
様

々
な

選
択

肢
か

ら
検

討
で

き
る

環
境

づ
く

り
」

「
当

事
者

の
考

え
を
汲

む
」

「
当

事
者

を
含

め
た

話
し

合
い

の
場

」
等

に
つ

い
て

記
載

を
お

願
い
し

た
い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
8
）

地
域

移
行

の
手

段
と

し
て

地
域

定
着

支
援

事
業

を
は

じ
め

各
サ

ー
ビ

ス
が
あ

り
ま

す
が

、
障

害
の

あ
る

人
や

家
族

の
不

安
を

解
消

す
る

た
め

に
は

、
困
っ

た
際

に
身

近
な

と
こ

ろ
で

相
談

で
き

る
体

制
が

必
要

と
考

え
て

お
り

、
計
画

を
以

下
の

と
お

り
修

正
し

ま
す
。

「
「

障
害

の
あ

る
方

の
実

態
調

査
」

（
2
0
2
4年

度
）

に
よ

る
と

、
入

所
し
て

い
る

施
設

以
外

で
暮

ら
す

た
め

に
は

、
1
4
.
7％

が
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
の
整

備
を

必
要

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

相
談

支
援

体
制

の
充

実
と

と
も

に
地
域

生
活

へ
の

移
行

を
促

進
す

る
た

め
の

受
け

皿
と

な
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等
の

整
備

を
一

層
促

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
」

ま
た

、
そ

の
人

ら
し

い
充

実
し

た
暮

ら
し

を
過

ご
せ

る
よ

う
に

す
る

た
め
に

は
、

世
話

人
等

の
人

材
を

確
保

し
、

障
害

の
あ

る
人

一
人

ひ
と

り
の

サ
ポ
ー

ト
を

充
実

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
こ

の
た

め
、

県
と

し
て
は

障
害

福
祉

人
材

の
一

層
の

確
保

と
資

質
向

上
に

努
め

て
参

り
ま

す
。

「
様

々
な

選
択

肢
」

等
に

つ
い

て
は

、
「

居
住

の
場

の
充

実
」

に
お

い
て
言

及
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
を

含
め

て
総

合
的

に
推

進
し

て
ま

い
り

ま
す
。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

2
3

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

医
療

と
福

祉
と

行
政

の
協

働
体

制
を

推
進

を
実

施
し

て
い

く
た

め
に

指
定
一

般
相

談
支

援
事

業
所

が
増

え
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
事

業
名

が
明
確

に
入

っ
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
入

院
者

訪
問

支
援

事
業

に
つ
い

て
も

具
体

的
に

明
記

し
、

意
思

決
定

支
援

や
ア

ド
ボ

ケ
イ

ト
機

能
に

つ
い
て

促
進

し
て

い
く

こ
と

を
加

え
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
9
）

相
談

支
援

事
業

所
に

つ
い

て
は

、
御

意
見

を
踏

ま
え

、
以

下
の

と
お

り
修
正

し
ま

す
。

「
①

精
神

障
害

の
あ

る
人

の
早

期
退

院
や

社
会

参
加

の
支

援
の

た
め

、
精
神

障
害

の
あ

る
人

の
状

況
に

応
じ

た
医

師
、

看
護

職
員

、
精

神
保

健
福

祉
士
、

作
業

療
法

士
等

の
多

職
種

チ
ー

ム
に

よ
る

退
院

支
援

や
同

じ
よ

う
な

課
題
や

環
境

の
経

験
を

生
か

し
た

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
活

用
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
、

相
談

支
援

事
業

所
（

計
画

相
談

・
一
般

相
談

等
）

及
び

行
政

の
連

携
体

制
を

強
化

し
、

計
画

的
に

地
域

生
活

へ
の
移

行
を

促
進

し
ま

す
。
」

（
本

文
P
2
5
）

ま
た

、
入

院
者

訪
問

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
、

医
療

機
関

外
の

面
会

交
流
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

事
業

で
あ

り
、

御
意

見
を

踏
ま

え
、

権
利
擁

護
の

推
進

に
係

る
項

目
に

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
⑧

精
神

科
病

院
の

入
院

者
の

う
ち

、
外

部
か

ら
の

交
流

が
途

絶
え

が
ち
な

入
院

者
に

対
し

、
入

院
者

訪
問

支
援

事
業

等
を

通
し

て
、

本
人

が
適

切
に
意

思
の

表
明

が
で

き
る

よ
う

な
施

策
を

推
進

し
ま

す
。
」

2
4

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

協
議

会
（

専
門

部
会

）
の

こ
と

だ
と

思
う

が
、

そ
の

言
葉

を
入

れ
て

も
い
い

の
で

は
な

い
か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
9
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
②

精
神

障
害

の
あ

る
人

が
地

域
で

安
心

し
て

生
活

し
続

け
る

こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

、
市

町
、

病
院

や
相

談
支

援
事

業
所

な
ど

関
係

機
関

と
協

議
す
る

機
会

と
し

て
「

自
立

支
援

協
議

会
地

域
移

行
部

会
」

を
設

け
、

地
域

に
お
け

る
居

住
及

び
生

活
環

境
の

一
層

の
整

備
や

、
精

神
障

害
の

あ
る

人
の

社
会
参

加
を

促
進

す
る

た
め

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
」

2
5

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

「
受

診
者

等
に

対
し

、
行

政
や

医
療

機
関

、
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

等
が

連
携
し

た
訪

問
支

援
活

動
」

と
あ

る
が

、
内

容
的

に
は

「
精

神
障

害
者

地
域

生
活
支

援
訪

問
事

業
」

の
こ

と
を

記
載

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

こ
の

事
業

は
「
未

受
診

者
等

」
を

対
象

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

記
載

内
容

の
訂

正
を

お
願
い

し
た

い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
9
）

「
未

受
診

者
等

」
に

記
載

内
容

を
修

正
し

ま
す
。

2
6

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

【
数

値
目

標
】

に
研

修
修

了
者

数
の

記
載

が
あ

る
が

、
こ

れ
に

関
し

て
は
取

り
組

み
に

記
載

が
な

く
、

記
載

内
容

の
数

値
目

標
と

し
て

は
適

切
で

は
な

い
。

取
り

組
み

内
容

に
応

じ
た

数
値

目
標

の
記

載
を

お
願

い
し

た
い
。

数
値

目
標

と
し

て
の

研
修

修
了

者
数

に
つ

い
て

は
そ

の
ま

ま
記

載
を

し
て
ほ

し
い

が
、

そ
の

数
値

目
標

に
対

応
す

る
取

り
組

み
の

記
載

を
お

願
い

し
た

い
。

取
り

組
み

内
容

と
し

て
は

「
地

域
移

行
を

促
進

で
き

る
人

材
の

育
成
」

等
の

記
載

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4
9
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
④

精
神

障
害

の
有

無
や

程
度

に
か

か
わ

ら
ず

、
本

人
が

望
む

暮
ら

し
を
実

現
で

き
る

支
援

体
制

整
備

を
行

な
う

た
め

、
精

神
障

害
者

地
域

移
行

定
着
推

進
研

修
を

実
施

し
ま

す
。
」
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

2
7

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

障
害

者
入

所
施

設
と

し
て

、
地

域
移

行
等

意
向

確
認

が
義

務
化

さ
れ

て
お

り
、

受
け

皿
と

な
る

地
域

へ
の

理
解

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
の

居
住

場
所
の

増
を

具
体

的
に

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
に

お
い

て
も

、
国

同
様

に
入

所
か

ら
地

域
社

会
へ

の
移

行
を

推
進

し
て
お

り
、

地
域

移
行

や
親

亡
き

後
の

住
ま

い
の

場
と

な
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等
の

整
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

な
お

、
具

体
的

な
整

備
方

策
等

に
関

し
て

は
、

静
岡

県
障

害
福

祉
計

画
に
お

い
て

、
全

県
及

び
障

害
保

健
福

祉
圏

域
ご

と
に

定
め

て
お

り
、

来
年

度
、
計

画
の

見
直

し
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。

2
8

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

保
護

者
の

高
齢

化
や

、
親

亡
き

後
の

本
人

の
支

援
は

本
当

に
大

変
で

あ
り
、

"
た

だ
生

き
る
"
の

で
は

な
く

豊
か

な
生

活
が

送
れ

る
よ

う
、

ヘ
ル

パ
ー

が
増

え
る

し
く

み
、

ヘ
ル

パ
ー

利
用

の
時

間
数

を
希

望
す

る
だ

け
も

ら
え

る
し
く

み
、

福
祉

有
償

車
輌

を
気

軽
に

使
え

る
し

く
み

、
社

協
の

日
常

生
活

支
援
や

日
中

支
援

型
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

や
成

年
後

見
が

本
人

に
寄

り
添

っ
た

サ
ポ
ー

ト
を

し
て

い
く

し
く

み
づ

く
り

を
希

望
し

て
い

る
。

通
所

、
通

勤
、

勤
務
中

の
ヘ

ル
パ

ー
利

用
も

検
討

い
た

だ
き

た
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
国

の
制

度
の

枠
組

み
の

中
で

実
施

さ
れ

て
い

る
部
分

も
あ

り
ま

す
が

、
人

材
育

成
、

人
材

確
保

に
つ

い
て

は
、

静
岡

県
障

害
福
祉

人
材

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

た
取

組
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

い
た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

い
た

し
ま

す
。

2
9

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

当
事

者
の

意
見

及
び

意
思

決
定

支
援

の
重

要
性

を
踏

ま
え

、
「

障
害

の
程
度

に
か

か
わ

ら
ず

、
親

亡
き

後
の

住
ま

い
や

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
が

適
切

に
確
保

さ
れ

る
よ

う
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

整
備

促
進

や
」

と
い

う
記

載
内

容
や
表

現
に

つ
い

て
再

検
討

を
お

願
い

し
た

い
。

指
定

一
般

相
談

支
援

事
業

所
の

拡
充

に
よ

り
障

害
者

支
援

施
設

か
ら

の
地
域

移
行

も
推

進
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

。
こ

の
こ

と
に

つ
い

て
協

議
す

る
場
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
2
4
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

「
権

利
擁

護
の

推
進

」
に

関
す

る
項
目

に
追

記
し

ま
す
。

「
障

害
の

あ
る

人
が

、
日

常
生

活
や

社
会

生
活

に
関

し
て

自
ら

の
意

思
が
適

切
に

反
映

さ
れ

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

可
能

な
限

り
本
人

が
自

ら
意

思
決

定
で

き
る

よ
う

に
支

援
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
」

3
0

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

矯
正

施
設

退
所

障
害

者
等

を
受

け
入

れ
る

施
設

の
不

安
を

解
消

す
る

た
め
に

は
、

保
護

観
察

所
・

警
察

・
病

院
・

法
務

少
年

支
援

セ
ン

タ
ー

等
が

明
確
な

役
割

分
担

の
下

、
チ

ー
ム

と
し

て
支

援
に

携
わ

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。
中

で
も

警
察

に
は

、
施

設
と

連
絡

を
取

り
合

う
、

訪
問

す
る

、
犯

罪
を

起
こ
し

て
い

な
い

も
の

の
、

対
応

が
難

し
い

緊
急

時
に

、
指

導
と

し
て

関
与

す
る
、

等
の

協
力

体
制

を
取

っ
て

も
ら

い
た

い
。

そ
の

よ
う

な
体

制
が

整
え

ば
、
受

入
施

設
は

も
っ

と
増

え
る

の
で

は
な

い
か
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
で

は
、

地
域

生
活

定
着

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
保

護
観

察
所

や
矯
正

施
設

、
検

察
、

弁
護

士
や

、
地

域
の

福
祉

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

高
齢
や

障
害

に
よ

り
福

祉
的

な
支

援
を

必
要

と
す

る
人

の
相

談
支

援
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

一
環

と
し

て
矯

正
施

設
退

所
障

害
者

等
を

受
け

入
れ

る
施

設
へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

関
係

機
関

と
の

協
力
体

制
の

構
築

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3
1

施
設

や
病
院

か
ら

地
域
生

活
へ

の
移
行

の
促

進

「
障

害
の

あ
る

人
の

地
域

生
活

の
質

的
向

上
を

図
る

た
め

、
様

々
な

障
害
に

応
じ

た
機

能
回

復
、

社
会

的
応

答
の

日
常

生
活

上
必

要
な

訓
練

」
と

の
記
載

に
つ

い
て

は
、

障
害

が
回

復
し

な
く

て
も

環
境

を
整

備
し

て
生

活
の

質
が
向

上
し

て
い

く
こ

と
や

、
障

害
の

あ
る

な
し

に
か

か
わ

ら
ず

誰
も

が
住

み
や
す

い
、

誰
に

と
っ

て
も

生
活

の
質

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
社

会
を

作
っ

て
い

く
、

と
い

う
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
明

記
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
国

の
障

害
者

基
本

計
画

及
び

こ
れ

を
根

拠
法

と
す
る

県
障

害
者

計
画

の
策

定
に

係
る

根
底

に
位

置
付

け
ら

れ
る

理
念

で
あ

り
、
そ

の
趣

旨
は

本
計

画
に

反
映

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
御

意
見

に
つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

3
2

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

入
札

参
加

資
格

の
審

査
項

目
に

、
障

害
の

あ
る

方
の

雇
用

率
だ

け
で

な
く
、

障
害

者
就

労
支

援
施

設
へ

の
物

品
・

役
務

の
発

注
額

を
入

れ
て

い
た

だ
き
た

い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
5
3
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
⑨

入
札

参
加

資
格

の
審

査
項

目
に

、
「

障
害

の
あ

る
人

の
雇

用
率

達
成
企

業
」

及
び

障
害

者
就

労
施

設
等

へ
一

定
額

以
上

の
物

品
・

役
務

の
発

注
実
績

が
あ

る
「

福
産

品
等

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

パ
ー

ト
ナ

ー
認

定
企

業
」

を
設

け
、

障
害
の

あ
る

人
の

雇
用

に
取

り
組

む
企

業
を

優
遇

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
障
害

者
就

労
施

設
等

へ
の

発
注

を
促

進
し

ま
す

。
」

3
3

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

浜
松

市
で

は
発

注
シ

ー
ト

に
優

先
調

達
に

す
る

か
ど

う
か

の
チ

ェ
ッ

ク
項
目

が
あ

る
と

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

、
県

で
も

発
注

す
る

際
、

優
先

調
達

の
可
否

の
項

目
を

つ
け

て
み

て
は

ど
う

か
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3
4

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

「
就

労
全

体
」

の
項

目
立

て
が

な
い

た
め

、
一

般
就

労
と

福
祉

的
就

労
を
分

け
て

取
組

内
容

を
記

載
し

て
い

る
が

、
そ

の
整

理
で

い
い

か
。

一
般

就
労

の
記

載
の

中
か

、
そ

の
他

の
項

目
か

分
か

ら
な

い
が

、
リ

ワ
ー
ク

支
援

の
充

実
や

体
制

づ
く

り
を

入
れ

こ
む

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

就
労

選
択

支
援

事
業

は
、

一
般

就
労

、
福

祉
的

就
労

の
双

方
を

視
野

に
入
れ

た
事

業
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
一

般
就

労
と

福
祉

的
就
労

と
で

は
、

現
状

や
課

題
が

異
な

り
、

支
援

の
方

向
性

を
明

確
に

す
る

た
め
に

も
分

け
て

整
理

し
て

お
り

ま
す
。

リ
ワ

ー
ク

支
援

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
る

な
ど

、
今

後
の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。

3
5

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

障
害

者
を

取
り

巻
く

就
労

環
境

を
踏

ま
え

、
ワ

ー
ク

ダ
イ

バ
シ

テ
ィ

ー
に
つ

い
て

記
載

は
し

な
い

の
か
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

障
害

の
あ

る
人

の
就

労
支

援
と

し
て

、
一

人
ひ

と
り

の
適

正
に

応
じ

た
就
労

に
向

け
た

支
援

体
制

の
充

実
、

就
労

に
関

す
る

相
談

に
対

応
す

る
た

め
の
就

労
相

談
員

の
配

置
、

就
労

面
及

び
生

活
面

を
一

体
的

に
支

援
す

る
障

害
者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

の
整

備
な

ど
様

々
な

取
組

を
行

っ
て

お
り

ま
す
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
。

3
6

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

農
福

連
携

に
つ

い
て

記
載

は
あ

る
が

、
伝

福
連

携
が

非
常

に
有

効
な

地
域
活

性
に

な
る

と
考

え
て

い
る

。
担

い
手

不
足

に
よ

り
閉

店
を

余
儀

な
く

さ
れ
て

い
る

伝
統

的
な

商
品

等
を

継
承

す
る

老
舗

店
舗

等
の

新
た

な
受

け
皿

と
し
て

社
会

福
祉

法
人

等
が

地
域

公
益

事
業

と
し

て
引

継
ぎ

、
収

入
を

得
て

高
工
賃

に
つ

な
げ

て
い

く
。

そ
の

中
で

障
害

者
の

人
と

し
て

の
価

値
の

創
出

が
同
時

に
行

わ
れ

地
域

の
方

々
の

障
害

者
へ

の
イ

メ
ー

ジ
も

変
わ

る
と

考
え

る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

伝
福

連
携

は
伝

統
工

芸
産

業
と

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

が
連

携
し

、
後

継
者
不

足
に

悩
む

技
術

の
担

い
手

と
し

て
、

障
害

者
の

特
性

を
活

か
せ

る
場

と
考
え

て
い

ま
す

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

3
7

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

農
福

連
携

に
つ

い
て

、
昨

今
の

夏
季

で
の

ビ
ニ

ー
ル

ハ
ウ

ス
内

や
外

で
の
作

業
は

過
酷

な
も

の
と

な
っ

て
お

り
、

障
害

の
あ

る
方

の
健

康
状

態
に

配
慮
し

て
仕

事
の

提
供

が
止

ま
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
？

倉
庫
内

で
の

仕
分

け
な

ど
、

障
害

の
あ

る
方

の
健

康
に

配
慮

さ
れ

つ
つ

雇
用

側
の
負

担
に

な
ら

な
い

形
で

通
年

仕
事

が
提

供
で

き
る

仕
組

み
を

考
え

て
頂

き
、
雇

用
さ

れ
た

の
に

「
提

供
で

き
る

仕
事

が
現

在
な

い
」

と
い

う
こ

と
が

な
い
よ

う
取

り
組

ん
で

も
ら

い
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

農
福

連
携

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
農

業
者

・
障

害
の

あ
る

方
双

方
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

農
福

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
障

害
の
あ

る
人

が
作

業
し

や
す

い
作

業
の

切
り

出
し

な
ど

を
行

い
、

マ
ッ

チ
ン

グ
を
進

め
て

き
ま

し
た

。
今

後
も

引
き

続
き

障
害

の
あ

る
人

に
十

分
な

仕
事

が
提
供

で
き

る
よ

う
マ

ッ
チ

ン
グ

の
強

化
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3
8

一
人

ひ
と
り

の
特

性
に
応

じ
た

就
労
の

促
進

数
値

目
標

が
"
県

平
均

工
賃

月
額
"
と

な
っ

て
い

る
が

、
事

業
所

で
は

重
度
の

方
や

高
齢

な
方

、
生

活
支

援
が

必
要

な
方

た
ち

も
受

け
入

れ
て

い
る

こ
と
を

忘
れ

な
い

で
い

た
だ

き
た

い
。

E
　

そ
の
他

障
害

が
重

度
の

方
、

生
活

支
援

が
必

要
な

方
々

を
受

入
れ

、
地

域
を

支
え
る

こ
と

は
事

業
所

の
重

要
な

役
割

の
一

つ
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
平

均
工
賃

の
算

定
と

利
用

者
の

特
性

と
の

バ
ラ

ン
ス

に
つ

い
て

は
国

も
認

識
し

て
お

り
、

令
和

６
年

度
の

報
酬

改
定

に
お

い
て

平
均

工
賃

月
額

の
計

算
分

母
を

「
前

年
度

の
工

賃
支

払
対

象
者

数
」

か
ら

、
「

前
年

度
の

１
日

当
た

り
の
平

均
利

用
者

数
」

に
改

定
し

て
お

り
、

よ
り

実
態

が
反

映
さ

れ
る

形
と

し
て
い

ま
す

。

3
9

地
域

で
の
保

健
・

医
療
体

制
の

充
実

こ
ど

も
の

危
機

対
応

チ
ー

ム
の

大
き

な
目

的
と

し
て

、
地

域
性

を
活

か
し
な

が
ら

も
継

続
的

な
支

援
体

制
の

構
築

で
あ

る
と

考
え

る
た

め
、

こ
の

こ
と
に

つ
い

て
検

討
す

る
機

会
・

場
に

つ
い

て
記

載
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
5
8
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
④

こ
ど

も
の

自
殺

危
機

対
応

チ
ー

ム
を

設
置

し
、

自
殺

リ
ス

ク
の

あ
る
こ

ど
も

へ
の

対
応

に
苦

慮
す

る
学

校
等

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
の
支

援
者

間
の

連
携

体
制

を
構

築
・

強
化

し
、

地
域

に
お

け
る

自
殺

対
策

力
を
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

こ
ど

も
の

自
殺

の
未

然
防

止
を

図
り

ま
す

。
」

4
0

地
域

で
の
保

健
・

医
療
体

制
の

充
実

中
東

遠
地

域
で

は
、

中
東

遠
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
で

月
に

２
回

障
害

者
歯
科

外
来

が
開

設
さ

れ
て

い
る

。
元

々
は

県
の

障
害

者
歯

科
の

研
修

と
し

て
始

ま
っ

た
も

の
と

し
て

聞
い

て
い

る
が

、
研

修
期

間
は

終
了

し
、

現
在

は
、
地

域
の

歯
科

で
は

治
療

で
き

な
い

患
者

の
た

め
、

圏
域

市
町

が
負

担
し

歯
科
医

師
会

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

診
療

に
あ

た
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

治
療

す
る

医
師

は
無

報
酬

の
た

め
、

新
た

な
人

材
が

育
た

ず
、
今

後
の

継
続

が
危

ぶ
ま

れ
て

い
る
。

親
が

高
齢

化
す

る
中

、
遠

方
へ

の
通

院
は

困
難

な
た

め
、

中
東

遠
地

域
に
障

害
者

歯
科

診
療

の
拠

点
を

整
備

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
6
0
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
⑧

障
害

者
に

対
す

る
歯

科
医

療
提

供
体

制
の

確
保

に
向

け
、

地
域

ご
と
の

調
査

・
検

討
、

人
材

育
成

、
連

携
体

制
の

構
築

に
取

り
組

み
ま

す
。
」

4
1

地
域

で
の
保

健
・

医
療
体

制
の

充
実

こ
こ

ろ
の

健
康

対
策

の
推

進
や

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

複
数

課
で

取
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

取
り

組
み

の
内

容
に

応
じ

て
、

教
育

委
員

会
を

は
じ

め
と

し
た

、
関

係
部
局

と
連

携
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

4
2

地
域

や
施
設

に
お

け
る
防

災
体

制
等
の

充
実

大
規

模
災

害
の

発
生

に
対

応
す

る
た

め
、

福
祉

避
難

所
の

拡
充

と
物

資
等
購

入
に

あ
た

る
補

助
金

の
整

備
、

福
祉

避
難

所
を

設
置

す
る

ま
で

の
イ

メ
ー
ジ

を
実

態
に

合
わ

せ
て

検
討

頂
き

た
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
で

は
、

物
価

高
騰

対
策

の
一

環
と

し
て

、
災

害
備

蓄
等

へ
の

対
応

と
し

て
、

災
害

発
生

時
に

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
備
蓄

物
資

や
衛

生
用

品
・

医
療

用
品

等
の

購
入

に
対

し
て

補
助

金
に

よ
る

支
援
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。

4
3

地
域

や
施
設

に
お

け
る
防

災
体

制
等
の

充
実

大
規

模
災

害
の

発
生

に
対

応
す

る
た

め
、

福
祉

避
難

所
の

拡
充

と
物

資
等
購

入
に

あ
た

る
補

助
金

の
整

備
、

福
祉

避
難

所
を

設
置

す
る

ま
で

の
イ

メ
ー
ジ

を
実

態
に

合
わ

せ
て

検
討

頂
き

た
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

福
祉

避
難

所
は

、
市

町
が

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
指

定
し

て
お

り
、

県
で
は

「
市

町
福

祉
避

難
所

設
置

・
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
県

モ
デ

ル
）

」
を

作
成
し

て
、

各
市

町
に

お
け

る
福

祉
避

難
所

の
設

置
や

避
難

者
受

入
時

の
留

意
点
等

を
示

し
て

い
る

ほ
か

、
市

町
が

行
う

避
難

所
の

環
境

改
善

に
財

政
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
御

意
見

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
取

組
の

参
考

と
さ

せ
て
い

た
だ

き
ま

す
。

4
4

地
域

や
施
設

に
お

け
る
防

災
体

制
等
の

充
実

西
豊

田
学

区
で

以
前

か
ら

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

防
災

訓
練

が
行

な
わ

れ
て
お

り
各

地
区

に
も

広
が

っ
て

い
く

よ
う

、
県

も
協

力
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

年
齢

、
性

別
、

国
籍

、
障

害
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、

多
様

な
住

民
に

対
応
し

た
防

災
訓

練
は

重
要

で
あ

り
、

好
事

例
に

つ
い

て
は

、
他

市
町

に
も

情
報
提

供
し

、
県

内
に

広
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す
。

4
5

早
期

支
援
体

制
の

整
備

手
話

言
語

の
獲

得
を

「
権

利
」

と
し

て
位

置
付

け
、

計
画

に
お

い
て

も
「
言

語
権

に
つ

い
て

」
「

手
話

言
語

を
獲

得
す

る
権

利
」

に
つ

い
て

明
記

す
べ
き

で
あ

る
。

音
声

言
語

獲
得

支
援

あ
り

き
と

な
ら

ず
、

手
話

言
語

獲
得

支
援
に

も
独

自
予

算
を

付
け

る
べ

き
で

あ
る
。

手
話

施
策

推
進

法
を

適
切

に
反

映
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
ろ

う
児

等
が

自
ら

の
言

語
と

し
て

手
話

を
選

択
で

き
る

環
境

を
整
え

る
こ

と
は

、
言

語
権

の
保

障
と

健
全

な
発

達
の

観
点

か
ら

も
極

め
て

重
要
で

あ
る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
7
4
）

（
健

康
福

祉
部
）

県
で

は
、

手
話

が
言

語
で

あ
る

と
の

認
識

に
基

づ
き

、
手

話
言

語
が

必
要
な

こ
ど

も
に

対
し

、
乳

幼
児

期
か

ら
参

加
で

き
る

親
子

手
話

教
室

を
実

施
す
る

ほ
か

、
難

聴
と

判
断

さ
れ

た
際

の
親

の
不

安
を

和
ら

げ
る

た
め

、
聴

覚
に
障

害
の

あ
る

こ
ど

も
を

育
て

た
経

験
の

あ
る

保
護

者
を

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
と

し
て

養
成

し
て

ま
い

り
ま

し
た
。

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
⑨

手
話

言
語

の
獲

得
を

選
択

し
た

こ
ど

も
が

手
話

に
触

れ
る

機
会

を
提
供

す
る

た
め

、
親

子
手

話
教

室
を

実
施

し
ま

す
。
」

（
本

文
P
7
7
）

（
教

育
委

員
会
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
③

特
別

支
援

学
校

に
お

い
て

は
、

手
話

を
使

用
す

る
こ

ど
も

の
意

向
を
尊

重
し

な
が

ら
、

手
話

言
語

獲
得

の
た

め
の

環
境

整
備

に
努

め
ま

す
。
」

4
6

早
期

支
援
体

制
の

整
備

幼
児

児
童

生
徒

が
手

話
で

自
由

に
教

職
員

と
話

が
で

き
る

環
境

整
備

が
必
要

で
あ

り
、

手
話

で
教

育
を

受
け

る
こ

と
は

“
合

理
的

配
慮

”
で

は
な

く
、

“
権

利
”

で
あ

る
。

数
値

目
標

と
し

て
、

「
手

話
環

境
の

あ
る

教
育

機
関

数
」

「
手

話
対

応
可
能

な
教

員
数

」
「

手
話

対
応

可
能

な
教

員
の

養
成

計
画

」
を

設
定

す
べ

き
で
あ

る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
7
8
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
④

特
別

支
援

学
校

で
は

、
手

話
施

策
推

進
法

の
施

行
を

踏
ま

え
、

手
話
を

必
要

と
す

る
こ

ど
も

の
意

向
が

尊
重

さ
れ

る
よ

う
に

、
手

話
に

関
す

る
必
要

な
支

援
を

行
う

職
員

等
の

配
置

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
手

話
の

技
能

を
有
す

る
教

員
を

育
成

す
る

た
め

、
教

員
に

対
す

る
手

話
を

使
用

し
た

指
導

方
法
に

関
す

る
研

修
等

を
実

施
し

ま
す

。
教

員
採

用
選

考
試

験
に

お
い

て
は

、
手
話

通
訳

士
の

資
格

を
持

っ
て

い
る

者
に

加
点

を
す

る
な

ど
、

手
話

環
境

の
充
実

に
努

め
ま

す
。
」
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項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

4
7

教
育

の
振
興

手
話

に
よ

る
教

育
を

受
け

ら
れ

ず
県

外
流

出
し

て
い

る
実

態
調

査
を

行
う
べ

き
で

あ
る
。

県
の

ろ
う

学
校

に
お

い
て

、
乳

幼
児

期
に

お
け

る
手

話
の

学
習

の
機

会
が
保

障
さ

れ
て

い
な

い
。

実
態

調
査

を
行

う
場

合
は

そ
の

計
画

を
、

行
な

わ
な

い
場

合
は

手
話

言
語
条

例
や

手
話

施
策

推
進

法
と

の
矛

盾
に

つ
い

て
考

え
を

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

手
話

に
よ

る
教

育
を

受
け

ら
れ

な
い

こ
と

に
よ

り
、

県
内

に
居

住
す

る
児
童

生
徒

が
県

外
に

転
出

し
た

例
を

把
握

し
て

お
り

ま
す

が
、

聴
覚

特
別

支
援
学

校
幼

稚
部

、
小

学
部

及
び

中
学

部
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、
多

様
な

教
育
内

容
や

指
導

方
法

を
用

意
す

る
な

ど
し

て
、

き
め

細
か

な
指

導
を

実
施

し
て
い

ま
す

。

4
8

教
育

の
振
興

聴
覚

障
害

に
加

え
他

の
障

害
を

持
つ

重
複

障
害

の
幼

児
児

童
生

徒
が

、
聾
学

校
で

は
な

く
、

特
別

支
援

学
校

を
勧

め
ら

れ
る

と
聞

い
た

が
、

そ
の

幼
児
児

童
生

徒
が

少
し

で
も

手
話

や
視

覚
情

報
が

多
い

聾
学

校
で

の
教

育
を

求
め
た

場
合

は
、

受
け

入
れ

る
べ

き
で

は
な

い
か
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

特
別

支
援

学
校

へ
の

就
学

は
、

保
護

者
に

情
報

を
提

供
し

、
保

護
者

の
意
見

に
つ

い
て

、
可

能
な

限
り

そ
の

意
向

を
尊

重
し

、
総

合
的

に
判

断
し

て
、
最

終
的

に
は

市
町

教
育

委
員

会
が

、
就

学
先

を
決

定
し

て
い

ま
す
。

4
9

教
育

の
振
興

「
障

害
の

あ
る

人
の

生
涯

を
通

じ
た

多
様

な
学

習
活

動
を

支
援

す
る

た
め
の

環
境

整
備

」
が

な
さ

れ
た

ら
就

労
支

援
事

業
所

に
も

一
報

い
た

だ
き

た
い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

関
係

部
局

と
連

携
し

、
周

知
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す
。

5
0

教
育

の
振
興

県
立

高
校

の
学

校
設

備
に

つ
い

て
、

多
目

的
ト

イ
レ

を
各

階
に

設
置

し
て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

今
後

新
た

に
建

設
す

る
校

舎
に

つ
い

て
は

、
各

階
１

箇
所

多
目

的
ト

イ
レ
を

設
置

す
る

方
針

と
し

て
お

り
ま

す
。

既
存

の
校

舎
に

お
い

て
は

、
ト

イ
レ

改
修

の
際

に
、

で
き

る
だ

け
多

目
的
ト

イ
レ

を
設

置
で

き
る

よ
う

検
討

し
ま

す
。

5
1

教
育

の
振
興

特
別

支
援

学
校

な
ど

で
職

場
体

験
、

実
習

な
ど

を
行

っ
た

後
に

学
校

側
と
事

業
所

側
が

早
め

に
連

携
を

取
り

、
事

業
所

の
ル

ー
ル

や
本

人
が

参
加

す
る
作

業
の

工
程

に
つ

い
て

擦
り

合
わ

せ
を

行
い

、
卒

業
後

に
ス

ト
レ

ス
が

少
な
く

ス
ム

ー
ズ

に
事

業
所

に
慣

れ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

ま
た

、
学

校
側

に
お

け
る

『
指

導
』

と
事

業
所

側
に

お
け

る
『

指
導

』
ず
れ

で
「

学
校

で
は

な
か

っ
た

が
事

業
所

で
は

」
と

い
う

こ
と

に
な

ら
な

い
よ
う

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

特
別

支
援

学
校

で
は

、
事

業
所

等
と

連
携

し
、

一
人

ひ
と

り
の

適
性

に
応
じ

た
職

場
実

習
に

取
組

ん
で

い
ま

す
。

ま
た

、
移

行
支

援
会

議
に

お
い

て
、
卒

業
後

に
充

実
し

た
生

活
が

送
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

努
め

て
ま

い
り

ま
す
。

5
2

重
症

心
身
障

害
児

（
者

）
・
医

療
的

ケ
ア
児

（
者

）
に
対

す
る

支
援
の

充
実

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

は
程

度
が

幅
広

く
少

数
で

あ
る

が
、

予
算

を
付

け
、
能

力
を

存
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

環
境

整
備

を
行

え
ば

、
未

来
の

人
材

育
成
に

大
き

な
力

と
な

る
と

思
う
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

医
療

的
ケ

ア
児

の
教

育
保

障
、

成
長

や
自

立
の

た
め

、
医

療
的

ケ
ア

運
営
協

議
会

等
を

通
し

て
、

個
別

の
ケ

ー
ス

に
対

応
で

き
る

よ
う

引
き

続
き

検
討
し

て
ま

い
り

ま
す
。
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5
3

発
達

障
害
の

あ
る

人
に
対

す
る

支
援
の

充
実

強
度

行
動

障
害

に
つ

い
て

、
【

現
状

と
課

題
】

に
予

防
の

必
要

性
が

触
れ
ら

れ
て

い
る

た
め

、
【

県
の

取
組

】
に

も
予

防
と

し
て

の
取

組
を

記
載

す
べ
き

で
は

な
い

か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
8
3
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

追
記

し
ま

す
。

「
⑥

強
度

の
行

動
障

害
の

状
態

と
な

る
こ

と
を

予
防

す
る

た
め

に
も

、
早
期

の
適

切
な

療
育

支
援

が
必

要
な

こ
と

か
ら

、
県

内
の

発
達

障
害

者
支

援
セ
ン

タ
ー

と
市

町
、

関
係

機
関

と
も

連
携

し
て

必
要

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。
」

5
4

発
達

障
害
の

あ
る

人
に
対

す
る

支
援
の

充
実

強
度

行
動

障
害

支
援

に
関

し
、

強
行

基
礎

・
実

践
研

修
と

行
わ

れ
て

い
る
が

実
態

は
取

り
組

み
に

繋
が

っ
て

い
な

い
と

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

に
つ
い

て
分

析
を

お
願

い
し

た
い
。

ま
た

、
予

防
的

支
援

の
必

要
性

を
考

え
た

時
、

未
就

学
時

期
、

学
齢

期
低
学

年
頃

か
ら

の
現

れ
を

適
切

な
理

解
と

支
援

に
繋

げ
る

こ
と

が
予

防
策

と
な

り
、

各
学

校
で

の
対

応
や

理
解

の
促

進
、

支
援

方
法

の
共

有
等

福
祉

の
視
点

を
取

り
入

れ
る

体
制

作
り

の
促

進
を

お
願

い
し

た
い
。

児
童

発
達

支
援

・
放

デ
イ

で
の

支
援

が
予

防
的

支
援

に
直

結
し

、
特

別
支
援

学
校

だ
け

で
な

く
、

そ
の

他
発

達
支

援
学

級
を

持
つ

小
学

校
等

と
の

協
力
、

相
談

・
支

援
体

制
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

の
拡

充
（

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

）
等

の
促

進
を

お
願

い
し

た
い
。

学
校

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
「

児
童

会
」

と
の

連
携

促
進

を
検

討
し

て
ほ
し

い
。

学
童

の
状

況
整

理
と

し
て

も
職

員
配

置
が

少
な

く
事

故
が

散
見

さ
れ
、

発
達

に
課

題
を

持
つ

こ
ど

も
の

利
用

が
拒

ま
れ

て
い

る
実

態
に

あ
る

。
イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
と

は
ま

る
で

絵
に

か
い

た
餅

に
な

っ
て

い
る
。

そ
し

て
、
S
S
Wの

待
遇

を
見

直
し

て
ほ

し
い

。
福

祉
と

教
育

を
繋

ぐ
重

要
な

役
割

を
担

う
S
S
Wの

地
位

が
低

く
、

支
給

さ
れ

る
物

品
、

労
働

条
件

も
実
態

に
全

く
合

い
ま

せ
ん

。
待

遇
等

手
厚

く
な

る
よ

う
ご

検
討

頂
き

た
い
。

保
育

・
教

育
・

福
祉

の
支

援
者

に
向

け
て

の
研

修
の

場
や

地
域

で
の

自
立
支

援
協

議
会

等
と

の
協

力
関

係
を

促
進

し
て

ほ
し

い
。

強
行

支
援

で
は

、
時

に
、

物
損

が
見

ら
れ

る
が

ご
本

人
の

保
険

だ
け

で
は
賄

え
な

い
額

と
な

り
（

保
険

業
者

の
上

限
額

設
定

に
よ

り
）

施
設

負
担

で
修
繕

を
行

っ
て

い
る

実
態

で
す

。
短

期
入

所
/
日

中
一

時
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

整
備

等
事

業
に

お
け

る
緊

急
時

対
応

時
の

物
損

な
ど

を
含

め
、

保
証

・
補
助

金
の

創
設

を
県

や
市

と
し

て
検

討
頂

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

研
修

に
お

い
て

県
内

事
業

所
等

で
実

践
し

て
い

る
好

事
例

を
共

有
す

る
等
、

い
た

だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
、

関
係

各
課

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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N
o

項
　

目
意

見
等

の
概
要

対
　

応
県

の
考

え
方

5
5

発
達

障
害
の

あ
る

人
に
対

す
る

支
援
の

充
実

「
世

界
自

閉
症

啓
発

デ
ー

」
「

発
達

障
害

啓
発

週
間

」
ポ

ス
タ

ー
で

の
啓
発

だ
け

で
な

く
、

愛
知

の
よ

う
に

、
大

学
、

公
立

図
書

館
、

商
業

ビ
ル

を
使
っ

て
大

々
的

に
Ｐ

Ｒ
し

て
い

け
る

と
良

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

「
世

界
自

閉
症

啓
発

デ
ー

」
、

「
発

達
障

害
啓

発
週

間
」

で
の

啓
発

や
各
市

町
へ

の
啓

発
の

働
き

か
け

は
引

き
続

き
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す
。

ま
た

、
い

た
だ

い
た

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。

5
6

発
達

障
害
の

あ
る

人
に
対

す
る

支
援
の

充
実

強
度

行
動

障
害

の
あ

る
方

を
受

け
入

れ
る

事
業

所
設

立
の

段
階

に
お

い
て
、

利
用

者
の

パ
ー

ソ
ナ

ル
ス

ペ
ー

ス
が

確
保

で
き

る
広

さ
や

防
音

設
計

な
ど
事

業
所

が
受

け
入

れ
る

体
制

が
取

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。
 

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

御
意

見
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

取
組

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

5
7

発
達

障
害
の

あ
る

人
に
対

す
る

支
援
の

充
実

教
員

教
育

に
つ

い
て

、
県

立
高

校
の

教
員

は
発

達
障

害
に

関
す

る
知

識
が
乏

し
く

迅
速

に
対

応
い

た
だ

き
た

い
。

C
　

意
見

等
の

内
容

が
既
に

計
画

に
記
載

済
み

高
等

学
校

に
在

籍
す

る
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

生
徒

に
対

し
て

適
切
な

支
援

・
指

導
を

行
う

た
め

に
、

全
て

の
教

職
員

が
特

別
支

援
教

育
に

関
す
る

一
定

の
知

識
・

技
能

と
指

導
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

は
重

要
で

す
。

生
徒
一

人
ひ

と
り

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
に

も
、

研
修

や
協

議
会

等
の
場

を
通

じ
て

、
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
理

解
促

進
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

5
8

発
達

障
害
の

あ
る

人
に
対

す
る

支
援
の

充
実

ス
キ

ル
は

も
ち

ろ
ん

で
あ

る
が

、
職

員
が

気
持

ち
に

余
裕

を
持

っ
て

対
応
で

き
る

よ
う

、
生

活
の

補
償

、
事

務
の

軽
減

を
お

願
い

し
た

い
。

E
　

そ
の
他

強
度

行
動

障
害

の
あ

る
方

に
対

し
て

高
度

な
専

門
知

識
や

技
術

に
基

づ
く
個

別
支

援
を

行
う

た
め

、
支

援
者

養
成

研
修

に
よ

る
人

材
の

養
成

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
報

酬
等

に
つ

い
て

は
、

機
会

を
捉

え
て

国
に

要
望

し
て

ま
い

り
ま

す
。

5
9

そ
の

他

親
亡

き
後

を
見

据
え

た
相

談
支

援
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

、
主

な
取

組
に

「
圏

域
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
未

設
置
市

町
へ

の
促

進
」

と
あ

る
。

こ
の

部
分

に
つ

い
て

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
未

設
置

市
町

へ
の

促
進
に

加
え

、
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

事
業

の
整

備
と

と
も

に
、

具
体

的
に

市
町
で

の
展

開
に

つ
い

て
促

進
し

て
い

く
こ

と
も

加
え

る
必

要
が

あ
る
。

C
　

意
見

等
の

内
容

が
既
に

計
画

に
記
載

済
み

概
要

資
料

に
お

い
て

は
、

数
値

目
標

等
と

関
連

付
け

て
重

点
的

な
取

組
に
つ

い
て

掲
載

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整
備

に
つ

い
て

は
、

相
談

支
援

体
制

の
整

備
に

お
い

て
欠

か
せ

な
い

取
組

の
一
つ

と
し

て
認

識
し

て
お

り
、

計
画

本
文

に
記

載
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
あ

り
ま

す
。

6
0

そ
の

他

第
６

次
計

画
の

策
定

時
期

が
2
0
2
6年

３
月

で
あ

る
の

に
対

し
、

「
静

岡
県
障

害
者

し
あ

わ
せ

プ
ラ

ン
」

へ
の

改
称

の
記

述
が

過
去

形
に

の
た

め
理

解
し
に

く
い

表
現

に
な

っ
て

い
る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
2）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

表
記

を
修

正
し

ま
す
。

6
1

そ
の

他

1
9
9
3年

５
月

に
ふ

じ
の

く
に

障
害

者
プ

ラ
ン

を
策

定
し

た
と

あ
る

が
、

今
回

「
静

岡
県

障
害

者
し

あ
わ

せ
プ

ラ
ン

」
に

改
称

す
る

理
由

を
書

く
べ

き
で
あ

る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
4）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

「
そ

こ
で

、
今

回
の

障
害

者
計

画
で

は
、

こ
の

よ
う

な
障

害
者

施
策

の
取
り

巻
く

環
境

に
対

応
し

今
後

の
本

県
の

基
本

的
方

向
を

示
し

つ
つ

、
総

合
的
な

推
進

を
図

り
、

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
視

点
を

取
り

入
れ

、
「

幸
福

度
日
本

一
の

静
岡

県
」

を
目

指
す

た
め

、
「

静
岡

県
障

害
者

し
あ

わ
せ

プ
ラ

ン
」
と

改
称

し
、

今
後

４
年

間
の

新
た

な
計

画
を

策
定

し
ま

す
。
」

6
2

そ
の

他

「
精

神
障

害
 
平

均
在

院
日

数
の

状
況

」
の

グ
ラ

フ
の

縦
軸

の
目

盛
り

の
始

ま
り

が
1
5
0と

な
っ

て
い

る
。

他
の

グ
ラ

フ
は
0
か

ら
ス

タ
ー

ト
の

た
め

、
一

貫
性

を
持

た
せ

る
べ

き
で

あ
る
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
1
3
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

表
記

を
統

一
し

ま
す
。
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6
3

そ
の

他

「
療

育
手

帳
及

び
精

神
保

健
福

祉
手

帳
所

持
者

数
」

の
伸

び
率

の
表

記
が

1
4
2
%と

さ
れ

て
い

る
が

、
4
2％

と
表

現
す

る
の

が
妥

当
で

は
な

い
か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
1
4
）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

表
記

を
修

正
し

ま
す
。

6
4

そ
の

他

「
入

院
医

療
中

心
か

ら
地

域
に

お
け

る
ケ

ア
中

心
へ

と
進

み
つ

つ
あ

る
」
や

「
治

療
技

術
の

向
上

や
向

精
神

薬
の

開
発

等
が

進
み

」
と

あ
る

が
、

根
拠
の

記
載

が
必

要
で

あ
る

。
現

場
で

長
年

精
神

科
医

療
に

従
事

し
て

い
る

立
場
で

違
和

感
を

持
つ

表
現

で
あ

る
。

「
精

神
障

害
に

関
す

る
医

療
環

境
が

改
善

さ
れ

て
い

る
」

に
つ

い
て

「
改
善

し
て

い
る

」
と

す
る

根
拠

の
記

載
が

必
要

で
あ

る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

精
神

病
床

の
平

均
在

院
日

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
「

入
院

医
療
中

心
か

ら
地

域
に

お
け

る
ケ

ア
中

心
へ

と
進

み
つ

つ
あ

る
」

、
L
A
I
（

持
続

性
筋

肉
注

射
）

等
の

登
場

か
ら

「
治

療
技

術
の

向
上

や
向

精
神

薬
の

開
発

等
が
進

み
」

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

精
神

科
病

院
に

お
い

て
業

務
従

事
者
に

よ
る

障
害

者
虐

待
に

か
か

る
虐

待
通

報
窓

口
等

、
権

利
擁

護
に

か
か

る
法
制

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

「
精

神
障

害
に

関
す

る
医

療
環

境
が

改
善
さ

れ
て

い
る

」
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

6
5

そ
の

他

知
的

障
害

の
あ

る
当

事
者

か
ら

は
、

本
人

の
声

を
聞

く
仕

組
み

づ
く

り
を
求

め
る

意
見

が
出

さ
れ

て
お

り
、

具
体

的
に

は
、

市
町

自
立

支
援

協
議

会
等
に

「
委

員
」

と
し

て
当

事
者

が
参

加
し

、
計

画
策

定
や

施
策

に
対

し
て

直
接
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
る
。

身
体

障
害

者
の

方
々

と
同

じ
よ

う
に

、
「

県
民

の
役

割
」

に
「

知
的

障
害
の

あ
る

当
事

者
が

、
市

町
自

立
支

援
協

議
会

等
の

委
員

と
し

て
参

画
で

き
る
よ

う
、

市
町

に
働

き
か

け
ま

す
。

」
と

い
う

文
言

を
追

記
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

市
町

自
立

支
援

協
議

会
の

委
員

の
選

任
は

、
各

市
町

に
委

ね
ら

れ
て

お
り
、

各
々

の
実

情
に

応
じ

対
応

さ
れ

て
い

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
い

た
だ
い

た
御

意
見

に
つ

い
て

は
、

各
市

町
に

働
き

か
け

る
等

今
後

の
取

組
の

参
考
と

い
た

し
ま

す
。

6
6

そ
の

他

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

利
用

に
つ

い
て

、
母

数
3
,
8
4
1に

対
し

調
査

結
果
が

1
,
9
1
4に

よ
り
4
9
.
8
%に

な
る

が
、
5
3
.
2
%と

記
載

さ
れ

て
い

る
た

め
補

足
情

報
が

必
要

で
は

な
い

か
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

（
本

文
P
1
0
1）

御
意

見
を

踏
ま

え
、

表
の

下
に

注
意

書
き

で
「

※
問

２
の

年
齢

の
設

問
に
お

い
て

無
回

答
と

し
た

者
も

含
む

。
」

を
追

記
し

ま
す
。

6
7

そ
の

他

西
暦

と
和

暦
が

混
在

し
て

い
る

た
め

、
西

暦
に

統
一

し
た

方
が

良
い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

御
意

見
を

踏
ま

え
、

表
記

を
統

一
し

ま
す
。

6
8

そ
の

他

表
示

が
不

鮮
明

な
箇

所
が

あ
る

の
で

修
正

い
た

だ
き

た
い
。

A
　

御
意

見
を

踏
ま

え
、
計

画
案

に
反
映

す
る

御
意

見
を

踏
ま

え
、

修
正

し
ま

す
。

6
9

そ
の

他

数
値

目
標

に
つ

い
て

、
現

状
値

や
目

標
値

の
年

度
等

の
記

載
に

あ
た

り
、
読

み
手

側
に

誤
解

を
与

え
な

い
よ

う
脚

注
な

ど
の

配
慮

が
必

要
で

あ
る
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

県
総

合
計

画
等

の
他

計
画

の
表

記
と

の
整

合
を

は
か

り
つ

つ
、

分
か

り
や
す

い
記

載
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す
。

7
0

そ
の

他

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
と

面
談

し
た

際
、

発
達

障
害

に
知

識
が
浅

く
学

校
側

の
意

見
を

尊
重

す
る

人
で

あ
っ

た
た

め
、

当
事

者
に

寄
り

添
う
こ

と
は

な
く

学
校

行
事

を
あ

き
ら

め
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

人
選

と
教

育
を
徹

底
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

B
　

障
害

者
福

祉
を

推
進
す

る
上

で
今
後

の
参

考
と
す

る

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

人
選

に
つ

い
て

は
、

教
育

分
野

に
関
す

る
知

識
に

加
え

、
社

会
福

祉
等

の
専

門
的

な
知

識
・

技
能

を
有

す
る

人
材
を

選
考

し
て

い
ま

す
。

任
用

後
に

お
い

て
も

児
童

生
徒

の
置

か
れ

た
様

々
な
環

境
に

働
き

掛
け

る
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

研
修

を
実

施
し

、
ス

キ
ル

ア
ッ
プ

を
図

っ
て

い
き

ま
す
。
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第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の策定

（健康福祉部障害者政策課）

１ 概 要

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づく障害福祉計画・障害児福祉計画について、令和８年

度に計画最終年度を迎えるため、令和８年度中に第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画（計

画期間令和９～11年度）を策定する。

２ 計画の位置付け、内容等

（１）計画の位置付け

・国の「基本指針」に基づき、県の広域的な見地から障害福祉サービス等の提供体制の確保を目

的として策定する。

＜障害者計画＞ 県における障害者施策の方向性を定める計画

＜障害(児)福祉計画＞ 方向性に沿った施策目標を実現するための実施計画

〇計画策定スケジュール

・基本的には市町計画の数値の積み上げが圏域計画及び県計画の数値となる。

区 分

静岡県障害者しあわせプラン

障害者計画(現行:第5次(R4～R7))
障害福祉計画 (現行:第7期(R6～R8))

障害児福祉計画(現行:第3期(R6～R8))

根拠法令 障害者基本法（第11条第２項）
障害者総合支援法（第89条第１項）

児童福祉法（第33条の22第１項）

策定内容
・基本理念及び基本目標の設定

・基本目標に対する県の取組策定

・成果目標(サービス提供体制確保のための目標)の設定

・活動指標（サービス毎の必要見込量）の設定

区 分 ３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １月～３月

県
計
画
作
成

圏域計画

作 成

施策推進

協 議 会

パブリック

コメント

市町計画作成

(社会福祉審議会）

書面による
意見照会

12月～１月

・R7年度進捗報告
・国基本指針説明

基
本
指
針
告
示
（
国
）

最終案協議

圏域自立支援
協議会全体会

国基本指針(案)

説 明

(７月開催予定)

市町担当者
説明会

・中間報告
・市町ヒア

資料10
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（２）計画の内容（案）（R8.1.19社会保障審議会障害者部会 資料から）

区 分 目標値等
福祉計画上の実施主体

県 市 町

成

果

目

標

①施設入所者の
地域生活への移行

・地域移行者数：令和７年度末施設入所者数の６％以上 ○

・施設入所者数：令和７年度末の５％以上削減 ○

②精神障害にも対応した
地域包括ケアシステムの構築

・精神障害者の精神病床から退院後１年以内の地域における平均生活日数：319.3日以上 ○

・精神病床における１年以上入院患者数 ○

・精神病床への30日以上の再入院率：退院後90日時点 10.3%以下、退院後180日時点 17.4%以下、退院後365日時点 25.7%以下【新規】 ○

・心のサポーター数：令和15年度末までに100万人以上【新規】 ○ ○

・K６により住民のこころの状態を把握【新規】 ※ K６(ケスラーシックス)…うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングする尺度 ○ ○

③福祉施設から
一般就労への移行等

・一般就労への移行者数：令和６年度実績の1.31倍以上 ○

・就労移行支援事業利用終了者に占める一般就労へ移行した者の割合が５割以上の事業所：就労移行支援事業所の５割以上 ○

・就労定着支援事業の利用者数：令和６年度末実績の1.47倍以上 ○

・就労定着支援事業利用終了後一定期間の就労定着率が７割以上となる就労定着支援事業所の割合：２割５分以上 ○

・協議会設置圏域ごとに就労選択支援事業所を設置。令和11年度の就労選択支援利用者を82,000人以上【新規】 ○

・各都道府県は地域の就労支援ネットワークの強化、関係機関の連携した支援体制を構築するため、協議会を活用して推進 ○

④障害児支援の
提供体制の整備等

・４つの中核機能を確保：各市町村又は圏域、インクルージョン推進のための協議の場の設置：各都道府県・各市町村又は圏域【新規】 ○ ○

・難聴児支援を総合的に推進するための計画の策定：各都道府県、難聴児支援の中核的機能を果たす体制及び新生児聴覚検査から療育等につなげ
る連携体制の構築：各都道府県（必要に応じて政令市）

○
○

(政令市)

・主として重症心身障害児を支援する事業所又は重症心身障害児を受け入れる体制を整備した事業所の確保：各市町村又は圏域 ○

・医療的ケア児等支援に関する協議の場・コーディネーターの配置：各都道府県・各市町村又は圏域（都道府県の協議の場には医療的ケア児支援センターが参画） ○ ○

・障害児入所施設からの移行調整の協議の場の設置：各都道府県・政令市 ○ ○

・障害児等への伴走的な相談支援体制の構築及び連携体制の確保：各市町村又は圏域【新規】 ○

・強度行動障害を有する児に関する支援ニーズを把握及び支援体制の整備：各市町村又は圏域【新規】 ○

⑤地域生活支援の充実

・各市町村において地域生活支援拠点等を整備するとともに、コーディネーターの配置などによる効果的な支援体制及び緊急時の連絡体制の構築
を進め、また、年１回以上、支援の実績等を踏まえ運用状況の検証・検討を行うこと

○

・強度行動障害を有する者に関し、各市町村又は圏域において支援ニーズを把握し、支援体制の整備を進めること ○

⑥相談支援体制の充実・強化等

・各市町村において、基幹相談支援センターを設置等 ○

・協議会における個別事例の検討を通じた地域サービス基盤の開発・改善等 ○

・相談支援体制の地域診断を行った上で体制の強化を図ることにより、令和11年度末までに、のぞまないセルフプランの件数をゼロとする【新規】 ○

⑦障害福祉人材の確保・定着、
ケアの充実のための生産性向上

・人材確保や生産性向上に関するワンストップ窓口の設置【新規】 ○

・生産性向上等に向けた関係者の連携を図る協議会の設置【新規】 未 未

・都道府県における相談支援専門員研修等の実施 ○

⑧障害福祉サービス等の質を
向上させるための取組に係る
体制の構築

・各都道府県及び各市町村において、サービスの質向上のための体制を構築 ○ ○

・各都道府県等の障害福祉サービス等情報公表制度における管内事業所の公表率及び更新率（毎年度１回）を100%とする【新規】 ○

活
動
指
標

各年度の障害福祉サービス等の
利用者数及びサービス見込量

○訪問系サービス・日中系サービス・児童通所支援
・利用者数（人分） ・サービス見込量（人日分）

○

○高次脳機能障害者に対する支援【新規】
・高次脳機能障害者支援センターの設置箇所数

○
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３ 特に市町に対して働き掛けを行う項目（案）

区 分 内 容

①施設入所者の

地域生活への移行

・障害のある人の意思を適切に反映した支援の実施

・地域の実情を踏まえた障害福祉サービス量（日中サービス支

援型ＧＨの整備等）の適正把握

②精神障害にも対応した

地域包括ケアシステム

の構築

「心のサポーター指導者」による住民向け「心のサポーター」

養成研修の実施

③福祉施設から一般就労

への移行等

・協議会設置圏域ごとに就労選択支援事業所を設置

・地域の実情を踏まえた障害福祉サービス量の適正把握

④障害児支援の

提供体制の整備等

地域の実情を踏まえた障害福祉サービス量（放課後等デイサー

ビス事業所の整備等）の適正把握

⑤地域生活支援の充実
強度行動障害のある人への支援ニーズの把握及び支援体制の

構築

⑥相談支援体制の充実・

強化等

関係機関と調整し基幹相談支援センターの速やかな設置

【県総合計画指標】

⑦災害時等への対応
医療的ケア児者等を対象とした災害時避難行動要支援者名簿

への登載促進
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○静岡県障害者施策推進協議会条例

（趣旨）

第１条 この条例は、障害者基本法（昭和45年法律第84号）第36条第３項の規定に基づき、静

岡県障害者施策推進協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項

を定めるものとする。

（委員）

第２条 協議会は、委員15人以内で組織する。

２ 委員は、学識経験のある者、障害者及び障害者の福祉に関する事業に従事する者のうちか

ら、知事が委嘱する。

３ 委員の任期は、３年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長）

第３条 協議会に会長を置き、委員の互選によつてこれを定める。

２ 会長は、会務を総理する。

３ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。

（会議）

第４条 協議会は、会長が招集する。

２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することができない。

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。

（専門委員）

第５条 協議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くことがで

きる。

２ 専門委員は、学識経験のある者、障害者及び障害者の福祉に関する事業に従事する者のう

ちから、知事が任命し、又は委嘱する。

３ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。

（幹事）

第６条 協議会に、幹事若干人を置く。

２ 幹事は、関係行政機関の職員のうちから、知事が任命し、又は委嘱する。

３ 幹事は、協議会の事務について、委員を補佐する。

（庶務）

第７条 協議会の庶務は、健康福祉部において処理する。

（雑則）

第８条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。

参考資料
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附 則

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成６年３月30日条例第１号）

この条例は、心身障害者対策基本法の一部を改正する法律（平成５年法律第94号）附則第

１項ただし書に規定する第30条の改正規定の施行の日から施行する。

附 則（平成９年３月28日条例第１号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成９年４月１日から施行する。

附 則（平成18年３月24日条例第30号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成19年３月20日条例第１号）

この条例は、平成19年４月１日から施行する。

附 則（平成22年３月26日条例第４号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成22年４月１日から施行する。

附 則（平成23年10月25日条例第40号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成24年３月23日条例第29号）

この条例は、障害者基本法の一部を改正する法律（平成23年法律第90号）附則第１条第１

号に掲げる規定の施行の日又はこの条例の公布の日のいずれか遅い日から施行する。
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